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大管長会メッセージ

豊かで満ち足 りた入生
ス ベ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル



ナ ザ レの イェ スは次 の よ うに語 ってお られ

る。

「わ た しが きたの は
，羊 に命 を得 させ ， 豊

か に得 させ るため で あ る。」(ヨ ハ ネ10：10)

.ム生 は永 遠で あ る とい うこ とを語 らず して，

私 た ちは豊 か で満 ち足 りた人生 につ いて語 る

こ とは で きな い。現世 と言 われ るこの狭 い世

界 の，私 た ちに与 え られた短 い期 間の 中で，

完全 な正 義， 完全 な健 康 ，完 全 な機会 を万 人

に与 える こ とは で きな い。 しか し， 恵み に あ

ずか るにふ さわ しい生 活 を した 人々 には， 結

局 神 の計画 に基づ いて完全 な正 義 が もた らさ

れ，や が て他 の条 件や 祝福 もすべ て完 全 な も

の とな る時が訪 れ るので あ る。

そこで この現世 と呼 ばれ る短 い期 間 の， 日

日の生 活の 中に， こ、の ナザ レの イエ スの教 え

を確 実 に取 り入れ る方 法 を知 る こ とが是 非 と

も必要 に な る。.

第一 に，他 の人 々に奉 仕す るこ とで あ る。

そ うす れば ，次 の よ りよい世 界 に住 む ため の

備 えが で き ると同時 に， 現世 の生 活 を もっ と

意義 あ る楽 しい もの とす るこ とが で きる。私

た ちは実 際 に奉仕 す る こ とに よって こ そ，奉

仕 の仕 方 を学 べ るの で ある。 私 た ちは隣 人へ

の奉仕 に携 わ る時 ， その行 為 に よ って人 を助

け るばか りでな く， 自分 自身 の問 題 を新 たな

観 点か ら眺め るこ と もで き る。私 た ちは， 関

心 を他 の 人々 に向 け る時 問が 多 くなれ ば， そ

れだけ 自分 の こ と をあれ これ思 い悩 む 時 間が

な くな る。 奉仕 の奇 跡 の ま さ し く中枢 に， 自

己 を捨 て る者 は 自己 を見 いだす とい うイエ ス

の約 束 が存 在す るので あ る。

私 た ち は 日々 の生 活 の 中に神 の導 きの ある

こ ζを認 め る時， 自己 を見 い だす 。 そ ればか

りでな く，適切 な方 法 で隣 人に よ く奉仕 す れ

ば， その熱 意 に応 じて， 心 の中 に充実感 を覚

えるの で あ る。事 実， 自分 自身 を知 るこ とは

容 易 で あ る。 なぜ な ち， その よ うな要素 が私

た ちの 中に数 多 くあるか らであ る。

ジ ョー ジ ・マ ク ドナ ル ドは， 「人 と親 し く心

を交 え る よ うに な るのは， 愛 され る こ とでは

な く， 愛 す る こ とに よ る」 と語 った。言 うま

で もな く， 私 た ちは愛 され るこ とを必要 とし

てい る。 しか し，健 全 な人生 としっか りした

目的意 識 を持 ち たい と思 った ら， いつ も受 け

るだけ で は な く， 与 えなけ れば な らない。

第二 に， イエ ス の教 えは生 活や 様々 な状況

に対 す る正 しい見方 を培 って くれ る。 時折，

解決 策 が得 られ て も， それ だけ では状 況 を変

え る までに至 らな い こ とが ある。 しか し， そ

の よ うな辣 況や 困難 に立 ち向 か う私 た ちの姿

勢 は変 わ り， その ため に私 たちは， さ らに豊

か な奉 仕 の機 会 を的確 に とらえ るこ とが で き

る よ うにな る。

神 は私 た ち を心 にか け， いつ も見守 ってお

られ る。 しか し， 普通 の場合 ，私 たちの必要

は第三 者 を通 して 満 た され る。 したが って，

私 た ちは互 いに奉仕 し合 うこ とが 大切 で ある。

私 た ちは 自己の人生 観 を高め ，他 の 人々 に対

す る見 識 を広 め， 自己 の可能 性 を伸 ば してゆ

く時に， 豊 か で満 ち足 りた 人生 を送 る ことが

で きる。 この よ うに， キ リス トの教 えに従 え

ば， それだ け私 た ちは視 野 を広め るこ とが で

き， ます ます 多 くの奉 仕 の機 会 を見 いだ して

霊 的安 定 を得 るこ とが で きるの であ る。言 い

換 えれ ば，奉 仕 の ない とこ ろに霊性 は ないの

で あ る。

当然 の と となが ら， 豊 か で満 ち足 りた人生

とは物 質 的 な ものを得 ることだけ ではない。確

か に，物 質的 に も恵 ま礼 その富 を使 って 隣人
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を助 けて い る素 晴 ら しい 人 々は大 勢 い る。 し

か し，聖典 で述べ られ てい る豊 か な生 活 とは，

他 の人 々に対す る奉 仕 を増 し， 私 た ちの才能

を神 と人類 の ため に捧 げ る こ とに よ って もた

らされ る霊 的 な祝福 の こ とで あ る。

私 たちの生 活が ，私 た ち 自身 を天父 や隣 人

に近 づ け る もの でな けれ ば， ど うし よう もな

い空虚 さだ けが残 るこ とだ ろ う。 今 日の 多 く

の生 活様式 が， 家族や 友 人，仲 間た ちか ら私

た ち を引 き離 し， ただ快 楽 と物質 の み を飽 く

こ とな く追 求す る原 因 とな って い るの が その

例 であ る。 これは何 と驚 くべ き こ とで あ ろ う。

快 楽 と真実 の喜 び との違 いは，快 楽 は他 人の

苦 痛 を代 償 としてのみ 得 られ るが， 喜 び は無

私 と奉仕 か ら生 み出.され， 人 々 を傷 つ け る こ

とな く入々 に益 をもた らす とい うこ とで あ る。

この よ うに問題 の横 溢 す る世 の中 にあ っ て，

他 の人々 に奉仕 す る とい うよ うな簡単 な こ と

を どうしてそ うも重 要視 す るの か と不 思 議 に

思 う人 もい る。 しか し， イエ ス ・キ リス トの

福音 は，私 た ち 自身 を含 め， この地球 上 に 住

む 人々すべ て に対す る見方 を変 え， それ に よ

って私 た ちが 真 に大 切 な事 柄 を見 きわめ る こ

とが でき るよ うにす る とい う祝 福 を もた らす

の で ある。

私 たちは 人類 を変 え よ う とす る前 に， まず

自分 自身が変 わ らなけれ ば な らない 。あ る賢

人は こ う語 って い る。「2M孟塩 。.貴員.を改 善 す

るζ と、を忘 れて 他木 の こ とに 干 渉 し過.ぎる。

その 結果，何 ら変 わ るこ とが ない」 と。豊か

で満 ち足 りた 人生 は 自分 に始 ま り， 次 い で他

の 人々 に広 が って ゆ くもの で あ る。私 た ちが

豊 か さ と正 義 を備 え てい るな らば， 他 の 人々

の生活 を変 え るこ とが で きる。そ れ はち ょっ

ど，私 た ち一 人一 人が 立 派な 人々 の よい感 化
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を受 け， 彼 らが いなけ れ ば得 られ ない豊 か さ

を受 け て きたの と同 じで あ る。

あな たの 人生 に最 も感化 を与 えた人 を2，

3名 選 んで み て いただ きたい。 人生 の苦 難 に

直面 した時 に彼 らか ら受 け た何 が あ なた の支

えに なるだ ろ うか。 彼 らは あな たの こ とを心

か ら心 配 し， あな たの ため に時 間 を割 き， あ

なた に とって必 要 な こ とを教 えて くれ たこ と

が わか るに違 い ない。

イエス は， 人生 を豊 か で満 ち足 りた もの に

す る ように と語 る と同時 に， その豊 か さ を生

み 出す福 音 の基本 原理 を も示 して下 さっ々 。

人間 の苦 しみに は，戦 争， 病気 ， 貧 困な ど，

数 多 くの原 因が あ る。 中で も最 も長 く，最 も

大 きな苦 痛 を伴 うのが罪悪 す な わち神 の戒 め

に背 く行 為 で あ る。例 えば， 結燈 煎 り鎮.潔，

..結婚 後 の 貞節 を完全 に守 らない 人に は，豊 か

で満 ち足 りた 人生 は あ り得 な いので あ る。偽

り，盗 み， 不正 を働 く人に は， 高潔や 正 直 の

感 情 は起 こ り得 ない。 ね たみや む さぼ りの気

持 ちが あ って は生 活 を麗 しい もの とす る こ と

.が で きない。 両親 を敬 う気 持 ちが なけ れば，

生活 を真 実 の意 味 で豊 か にす る こ とは で きな

い。 もっ と豊 か で満 ち足 りた生 活 をす るため

に私 たち に何 が で き るか も う少 し詳 し く知 り

た けれ ば， まず 自分 の良 心 に問 いか けて いた

だ きたい。 た いて いの こ とは， それ で解決 で

き る。

私 た ちのほ とん どは， 完全 とは程遠 い存 在

であ る。 だか ら と言 って，私 たちが 完全 に な

る こ とが で きな い とか， 完 全 にな る努 力 を し

て いない ということではない。 キ リス トも， も

と もと完 全 では なか った 。 しか し， 苦難 に打

ち勝 た れた 。飢 えや渇 き， 寒 暑，苦 痛， 悲 し

み と， ま さに苦難 の連 続 で あ った。 しか し，



その度 にその苦 難 に打 ち勝 ち， 完 全へ と近 づ

いて いか れ たの であ る。

自由意志 を持 って い る普 通 の 人間 な らだれ
かい

に で も， 川の 流れ に逆 らって擢 を こ ぎ，新 た

な活動 や思 い， 発 展 の翼 を広 げ る力が 具 わ っ

てい るは ず であ る。 人は 自分 自身 を変 える こ

とが で きる。 いや ， 自分 を変 え なけ れば な ら

な いの であ る。

ア ブ ラハ ム もそ うであ った 。彼 の家 族 は偶

像 を崇 拝 して い た。 しか し， ア ブ ラハ ム は真

実 の生 け る神 を礼拝 す る人々 の ため に神権 時

代 を開 いた。 モー セ は貧 しい奴 隷 の境 遇 の下

に生 まれ た。 しか し宮 殿 で育 て られ， 多 くの

素 晴 らしい機会 に恵 まれ た。 そ して， 人が 到

達 で きる最 高位 に まで上 げ られ， 神 と共 に歩

き，神 と語 るこ とが で きた。

この よ うに 自分 を変 える鍵 とな るのが 克 己

であ る。 人は皆 ， 自分 の生 活 を振 り返 り， 自

己の希 望， 欲望 ， 熱望 を吟 味 し， それ を抑 え

て生 活 しなけ れば な らない。

人 は 自分 自身 を変 え るこ とが で きる し， ま

た変 わ らなけ れば な らな い。 人 は 自 らの 中に，

神 の ように なる属 性 を宿 して い るの であ る。

それ は大 き く成長 す る可能 性 を秘 め て いる。

どん ぐりの実が 生 長 して大 木 となる よ うに，

人は 成長 して神 とな るの であ る。 自分 を当然

あ るべ き姿 に ま で引 き上 げ るのは ， その 人の

内に秘 め られ た力 で あ る。

環境 に よ って 自分 の 限 界 を定 め て はな らな

い。 また， 環境 か ら 自分 の行 く末 を判 断 して

もな らない。 ま してや ，壁 をつ くっ て私 た ち

を牢 の 中に無理 や り閉 じ込 め る よ うな こ とを

して はな らないの で あ る。

木が 完全 を 目ざす時 ， その 出発 点 は いろ い

ろあ る。完 全 な夫 に な るこ と もで きる し， 完

全 な妻 に な るこ と もで き る。 あ るいは 完全 な

父親 ， 完全 な母 親， 完全 な指導 者 ，完全 な僕

に な るこ ともで きる。完全 を 目指 す過程 の 中

で， 私 た ちは 自分 の生活 を変 え， どの よ うな

環境 の下 で も悪 を善 に換 え る こ とがで きるの

で あ る。 一度 に ひ とつ ず つ取 り組 めば ，必 ず

最 善 の変化 が み られ るの で あ る。

私 たち は永遠 の見 地か ら考 え て， 自分 の行

動 を とる よ うにすれ ば， この世 におけ る管理

は うま くい くであ ろ う。 また， 人生の 目的 に

関す るイエ スの教 え を深 く理解 す れば， それ

だ け私 た ちが ど うい う立場 にいて ， ど うい う

人 間 であ るか とい う意識 もはっ き りして くる。

さ らに 父 な る神 の特質 を受 け入れ る程度 に応

じて，私 た ちは人類 の 間に兄弟 愛 を広 めて ゆ

くこ とが で きるの であ る。 ゲ ッセ マネ の園や

カルバ リの丘 でナザ レの イエ ス に起 こった こ

とを理解 す れば理 解 す るほ ど， 私 た ちは 自分

の生 活 に犠 牲や 無私 の精神 が どれ ほ ど大切 で

あ るか が よ くわか る こ とと思 う。

最 後 に 申 し上 げ てお くが， 睾々・で満 ち皐 り

た 人生 とは.長生 き し.たとか ，何 年 も生 きた と

か い った単 純 な もので はな い。 それは， 人生

o長 さ.では四な ぐ焦.到達 しな高 さ，..質の問 題 で

あ る。 ナザ レの イエ ス の贈 いの お陰 で， 私 た

ちは不 死不 滅 の体 を受 け，永遠 に存在 で きる

よ うに な った。 しか し， も し私 た ちが その教

えに従 わ なけ れば， この世 にお いて も来 るべ

き世 にお いて も，豊 か で満 ち足 り々 入生 を送

るこ とは で きない ので あ る。ノ

(1977年11月4月 ， ユ タ州 オグデ ン， ウェ ー

バ ー州 立単 科 大 学 で の説 教 よ り抜 粋)
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フ ル ース ・R・ マ ッ コ ン キ ー

歴史上の女性たち
1978年6月29日 ， ノ ヴ 記 念像 の

除幕 式 にお ける 話

鴇 鴇匝 」 「 ∫ 藻



キ ンボー ル大 管長 ・ な らびに大 管長 だけ で

な く私 た ち も心 か ら愛す るカ ミラ姉妹 ，

お よびバ ー バ ラ ・ス ミス姉 妹 ，ベ ル ・スパ ッ

フォー ド姉妹 ， そ れに イス ラエ ル の母 ， シオ

ンの娘 で あ る皆 様 。

この よ うに皆 様 の前 でお話 す る特権 にあず

か り， み た まの安 らぎ を得 ，謙遜 な気持 ちに

満 た され てお ります。 また，聖 きみた まの導

きの下 に， 今 この場 で主が 語 らん とす る こ と

を語.られ る よ うに と願 ってい ます 。私 は き ょ

う， 「歴 史上 の女性 たち」というテー マ でお話

した い と思 い ます 。 アルマ は次 の ように述べ

てい ます 。

「神 は天使 に よ って男 ばか りでな く女に も

御 言葉 を伝 えた まい， そればか りで な く， ま

た たび たび 賢人や 博学 の 人 の知 識 も及 ば ない

御 言葉 を子供 に与 えた も う。」(アル マ32：23)

霊 的 な事 柄 に 関す る限 り， み た まの賜 に関

連す るす べ ての こ と，す な わち啓 示 を受 け る

こ と，証 を得 るこ と，示現 を見 る こ と， その

ほか聖 なるこ と，あ るいは義 ゆ えに もたらされ

るあ らゆ る こ とにお い て男 と女 は主 の前 に ま

った く平 等 な存 在 であ る と言 えます 。主 は人

をその性 に よって偏 り見 るこ と をせ ず，主 を

求 め， 主 に仕 え，主 の戒 め を守 る男女 を同 じ

よ うに して下 さい ます 。

主 は主 を畏れ るす べ ての 人に恩 恵 と憐 み と

を与 え， また 男女 を問 わず 終 わ りまで義 し く

かつ 真 実 に主 に仕 え る人 に誉 れ を与 えて下 さ

い ます 。主 が王 国 の あ らゆ る隠 れ た る奥 義 を

知 ら しめ る と約 束 され たの は その よ うな人 々

に対 して で した。 彼 らの悟 りは天 に届 き， 人

の 目が い まだ 見ず， 人の耳 が い まだ聞 かず，

人の心 にい まだ思 い浮 か ばないもの を彼 らは主

か ら啓 示 され るの です 。(教 義 と聖 約76：5-

10参 照)こ れ は男性 で あれ， 女性 で あれ，平

等 に言 える こ とです 。事 実， 私 はい さ さか の

ため らい もな く，女 性 は世 の初め か ら大 いな

る霊的 才能 を得 て きた と申 し上 げ るこ とが で

き ます 。

無 限の善 と知 恵 とを持 ちた も う主 は，時 の

初 めか ら女 性 を高 く評価 し， この地上 の王 国

の中 で， またこの世 におけ る人 類 の営 み の中

で， 人知 で は測 り知 る こ との で きない方法 で

女 性 を重 ん じ， 尊 ん で こられ ま した。今 みた

まの導 きが得 られ るな らば， こ こで啓示 と教

会 歴 史 に語 り継が れ て きた女性 た ちの状態 を

思 い起 こ してみ たい と思 い ます 。

1.恵 まれ た 処 女 ， マ リァ

マ リアが初 め て私 た ちの前 に姿 を現 わ した

のは ， ガ リラヤ のナ ザ レに おい てで した。 こ

の時 年 齢は16歳 位 で，天上 の階級 で ミカエ ル

に次 ぐ第2の 天使 ガブ リエ ルはマ リア に こ う

告 げて い ます。 「あな たはみこ もって 男の子 を

産む で し ょう。 そ の子 を イエス と名づ け な さ

い。彼 は大 いな る者 とな り， い と高 き者の 子

と， とな え られ るで し ょう。聖霊 が あな たに

臨 み， い と高 き者 の力 が あなた をお お うで し

ょう。」(ル カ1：31-32，35)

マ リア は この世 に生 を受 け た女 性 の 中で最

も偉 大 な者 の ひ とりであ り， 父な る神 の霊 の

娘 で あ ります 。

彼女 は 肉体 を もっ て生 まれ るべ き神 の御 子

に体 を与 え る女性 と して選 ばれ たの で した。

マ リア は神 の御 子 の誕生 の地 と定 め られ て

い た地 を 目 ざして， ガ.リラヤ のナ ザ レか らユ
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ダヤ のベ ツ レヘ ムへ 旅 を しま した。身重 の マ

リアが長旅 の 末 に よ うや ぐ宿屋 に着 いた姿 が

目に浮ん で くる よ うです。 宿屋 の 中庭 に は家

畜 をつ なげ る ように なっ てい て， 中庭 を囲 む

部屋 に は客 が泊 まっていま した。東洋 的 な この

宿屋 の部屋 はす でに満 貝 で した。 そ こでマ リ

ア は ヨセ ブ と一 緒 に， うまや で一夜 を過 ごす

こ とに な りま した。 その夜 ，神 は御 子 を世 に

送 られ たの で した。 そ して 天使 の歌 声が 響 き，

天使 の声 が 聞か れ たの です 。

マ リアは苦 難 と試 練 の長 い歳 月 を送 って き

ま した。 ヨセ ブ と共 にエ ジプ トへ 行 き， その

地の 親戚 あ る いはユ ダヤ 人 の友 人の ところで

世 話 に な ったの で した。 ナザ レに戻 ってか ら

も， 幼 い神 の御子 に影 響 を与 える母 親 と して，

は っこ と，歩 くこ と， 話 す こ となど を教 え ま

した。「信仰 告 白」や 当 時のユダヤ教 の戒律 も

教 え ました。 また結婚 の宴 を取 りし きる立場

に あった カナの婚 礼 で は， 息子 か ら公の場 に

おけ る初め ての 奇跡 を行 な って もらって い ま

す。

さ らにマ リアは，十字 架上 の 息子 か ら， 「ご

らんなさい。これ はあ な たの子 です 」「ご らん

な さ い。 これ は あな たの母 です 」(ヨ ハ ネ19：

26-27)と ， 愛 弟子 ヨハ ネ を紹 介 されて い ま

す 。 この時か ら， マ リア は ヨハ ネの家 に引 き

取 られ ま した。

私 たちはマ リアの 中に， 敬慶 で主 のみ ここ
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うに すべ て をゆ だね る女性 の 完壁 な模 範 を見

る こ とが で きます。

2.あ らゆ る生 け る もの の母 ， イ ヴ

イヴ もすべ て の女性 の 中で最 も偉 大 な者 の

ひ と りであ る と思 い ます 。 イヴは あ らゆ る生

け る もの の母 と して，子 供 を光 明 と真理 の 中

に育 て る模 範 を示 して下 さい ました。 また福

音 のす べ ての祝 福 を受 け， み た まの賜 を享 受

し，子 孫 が同 様 の祝 福 を受 け られ る よ うに備

えて下 さい ま した。 イヴ につ いて説 明す るた



めに， こ こで思 い出 して い ただ きた い出来 事

があ ります 。 「アダム とその妻 イヴ主 の御名 を

呼 び た るに… …声 聞こえて 」きた時 ，(モ ー セ

5：4)さ らに ア ダムが 初め て犠 牲 を捧 げ た時

に， また天使 が 現 われ ，最初 の 人 アダ ムが立

ち上 が り子 孫に 起 き る諸 々 の事柄 を予 言 した

時の こ とを考 えて下 さい。聖典 には 次 の よ う

に記 され て い ます 。 「彼 の妻 イヴ，すべ てこれ

らの こ とを聞 き喜 び て 言 い け るは … … 」 し

か もそ の後 には， 救 い の全計 画 を まさ し く一

言 で要 約 した 完壁 な言 葉， 説教 の極 み とも言

え る言 葉が 続 いて い ます 。「もしわれ ら罪 を犯

さ ざ りせ ば， われ ら子孫 を得 ざ りしな ちん 。

また善 悪 の区別 も知 らず， わ れ らの腰 わ るる

喜 び も知 らず， すべ て従 順 な る者 に神 の賜 わ

る永 遠 の生 命 も知 らざ りしな らん。」(モ ー セ

5：11)

それか ら， 「ア ダム とイヴ とは神 の御 名 を讃

め 」.と書 かれ て い ます。 ここで注 意 して いた

だ きたい こ とは， ア ダム だけ で な く， ア ダム

とイ ヴのふ た りが， 「息 子娘 らにすべ ての事 を

知 らしめ た り」 とい うこ とです 。そ して 「ア

ダム とその 妻 イヴ とは神 を呼 ぶ こ とを止め ざ

りき。」(モ ーセ5：12，16)

この よ うに， 時の初 め にす でに， 家族 を整

え る完 全 な模 範が示 され て います。 男 と女 は

共 に礼 拝 し，共 に子 孫 を教 え， 共に 永遠 に続

く家 族 を築 き， そ して 自ら欲 す る者 すべ てが

永遠 の 生命 を得 られ よ うと して下 さっ たので

す。

3.イ サ ク が 愛 した りベ カ

どの よ うな こ とをす れ ば女性 は 家族 に良 い

影 響 を与 え るこ とが で きるか を告 げ る啓示 の

中で， リベ カは その最 た る女 性 で はな いで し

ょ うか 。 あ る時 彼女 の 身に 次の ような こ とが

起 こ りま した。

「イサ クは妻 が子 を産 まなか ったの で
，妻

の ため に主 に祈 り願 っ た。主 は その願 い を聞

か れ，妻 リベ カはみ こもった。」(創 世25：21)

男性 と女性 にはひ とつの 重要 な課題 があ りま

す 。つ ま り子供 を望 む こ とです が， そ の場合

ふ た りの一 致 した信 仰 が なけれ ば な りませ ん 。

「ところが その子 らが胎 内 で押 し合
ったの

で， リベ カは言 っ た，『こん な こ とでは，わた

しは ど うなるでしょう』。 彼女 は行 って主 に尋

ね た。」(創 世25：22)

この点 をよ く注意 して下 さい。リベ カは 「イ

サ ク， 主 に尋 ね てみ て下 さ い。あ なた は族長

です。 この家 の家 長 です か ら」 とは言 い ませ

ん で した 。彼 女は 自ら主 に尋 ね，答 え を得 た

の です 。

「主 は彼 女 に言 われ た
， 『二つの国民があな
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たの胎 内に あ り， 二つ の 民が あな た の腹か ら

別 れて 出 る。一 つ の民 は他 の 民 よ りも強 く，

兄 は弟 に仕 え るであ ろ う』。」(創 世25：23)

これ はつ ま り， 「リベ カ よ，主 なるわた しは

あなた に，今 胎内 に宿 る将 来 の国 民 の行 く末

を告 げ る」 とい うこ とで した 。

こ こで， リベ カの生 涯 か ら も うひ とつ の話

を して みた い と思 い ます 。「エサ ウは40歳 の

時， ヘ テび とべ エ リの娘ユ デ テとヘ テび とエ

ロ ンの娘 バ スマ テ とを妻 にめ とった 。彼 女た

ちは イサ ク と りベ カに とって 心の 痛 み とな っ

た。」(創 世26：34-35)

エサ ウは アブ ラハ ムに 啓示 され た 永遠 の誓

約 に よっ て結婚 せ ず に，教 会 外の 女性 と結婚

したの です 。主 か ら与 え られ た正義 の標準 を

守 るこ とよりも世の中の生 き方 を選 ん だの です 。

その こ とが， 記録 に は こ う記 され て い ます 。

「リベ カは イサ クに言 った
， 『わ た し は ヘ

テび との娘 どもの こ とで，生 きて い るのが い

や に な りま した。 もしヤ コブが この地 の， あ.

の娘 ど もの よ うなヘ テび との娘 を妻 にめ とる

な ら， わ た しは生 きて いて， 何に な りま しょ

う』。」(創 世27：46)

言葉 を換 えて言 えば， こ うい うこ とです 。

「もしヤ コブが エサ ウ の よ うに教 会 貝 でな い
.

人 と結婚 した ら，`この先 の私 の 人生 に何 の良

い こ とが あ るでしょう。」イサ クは この言葉 に

勇気づ け られ，意 を決 して 自命の責 任 を果 た

したの です 。

「イサ クはヤ コブ を呼 ん で
， これ を祝福 し，

命 じて 言 った， 『あ なたはカナ ンの娘 を妻 にめ

とって は な らない。(こ れは ，「教 会 外の 人 と

結婚 して はな らな い」 とい うこ とで す)

立 ってパ ダ ンア ラムへ行 き，あ な たの母 の
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父ベ トエル の家 に行 っ て， そ こで あな たの母

の兄 ラバ ンの娘 を妻 にめ と りな さい 。」

こ こで イサ クは， 父 アブ ラハ ムの祝 福 を約

束す る祝 福 師 の祝 福 をヤ コブに与 えたの です 。

「全能 の神 が
， あな た を祝 福 し， 多 くの子

を得 させ ， かつ ふ え させ て， 多 くの 国民 とし，

またア ブ ラハム の祝 福 をあ なた と子 孫 とに与

えて，神 が ア ブ ラハ ム に授 け られた あ なたの

寄留 の地 を継 がせ て くだ さるよ うに。』」(創 世

28：1-4)

リベ カ は， 実 に最 も高 貴 な誉れ あ る女性 の

ひ と りで した 。

4.ザ レペ テ の や も め

予 言 者エ リヤ(エ ライ ジャ)の 時代 に ，飢

えに苦 しむ ザ レパ テのや もあ が い ま した 。エ

リヤが 天 を閉 じた ため に，3年 半 の 間， 雨 も

露 もあ りませ んで した。 主 はエ リヤ に言 われ

ま した 。 「立 って シ ドンに属 す るザ レパテへ行

って， そ こに住 み な さい。 わ た しはその とこ

ろのや もめ 女 に命 じて あ なた を養 わせ よ う。」

エ リヤ はザ レパ テ に着 くと， そこ でた き ぎを

拾っているや もめ を見て声 をかけ ま した。 「器

に水 を少 し持 って きてデ わた しに飲 ませ て く

だ さい 。」彼 女が そ うし よう とす る と，エ リヤ

は また言 い ま した 。「手に一 口のパ ンを持 って

きて くだ さい 。」

それ に， や もめ は こ う返事 を しま した。

「あな たの神
，・主 は生 きてお られ ます 。 わ

た しに はパ ンはあ りませ ん。 ただ， かめ に一

握 りの粉 と， びん に少 しの油 が あ るだけ です 。

今 わた しはた きぎ二 ，三 本 を拾 い， うちへ帰

って， わ た し と子供 の ため に それ を調 理 し，



それ を食べ 死 の う としてい るの です 。」

その女性 はす ぐに も死 の うと思 って いた の

です 。 しか しエ リヤ は言 い ま した。

「恐れ るには お よば ない
。行 って， あな た

が 言 っ た とお りに しな さい。 しか しまず， そ

れで わ た しの ため に小 さいパ ン を，一 つ作 っ

て持 って きなさ い。 その後 ， あ なた と， あな

たの子 供 の ため に 作 りな さ い。

『主 が雨 を地 の お もて に降 らす 日まで
， か

め の粉 は尽 きず ， び んの油 は絶 えな い』 とイ

ス ラエ ル の神 ， 主 が言 われ るか らです 。」

や もめの信 仰 は試 され， 彼女 は その 試 し を

.乗り越 え たの です 。聖典 に は こ う記 されて い

ます 。

「彼女 は行 って
， エ リヤ が 言っ た とお りに

した。彼 女 と彼 お よび 彼女 の家族 は久 し く食

べ た。

主 が エ リヤ に よって言 わ れた 言葉 の よ うに，

か めの粉 は尽 きず ，びんの 油は 絶 えなか った。」

(列 王上17章)

名 も知 られて い ない このや もめ の生 活 に，

エ ホバ に対 す る信 仰 と献 身の 姿が 浮 きぼ りに

され て いる よ うです 。 イエ スはナ ザ レで 同郷

の人 々に拒 まれ た時， 郷 里の 人々 の不 信仰 を

この無 名 の イス ラエ ル人 の信仰 と比べ て次 の

ように言 われ ま した。 「よ く聞 いてお きなさい 。

エ リヤ の時 代 に，三 年 六か 月 にわ た って天 が

閉 じ， イス ラエル全 土 に き きんが あ った際，

そ こに は 多 くのや もゆ が いた のに， エ リヤ は

その うちだ れ に もつ か わ され ない で， ただ シ

ドンの サ レプ タに い るひ と りのや もめ にだ け

つか わ され た。」(ル カ4：25-26)

.藤.
.マ潤

5.ベ タ ニ ア の ふ た りの姉 妹

主 に愛 された姉 妹 た ちの 中にマ リヤ とマ ル

タが い ます。 このふ た りは らい病 人 シモ ンの

娘 た ちで あ った と思 われ ます 。 シモ ンが イエ

ス を迎 え る宴 を開い た時 に，マ リヤ は主 の頭

と足 に高価 な香油 を塗 りま した。 イエ スはマ

リヤ とマ ル タの家 で しば しば もて な しや世 話

を受 け て い ます 。 あ る 日， マ ル タが 接待 につ

とめ てい た時 に，マ リヤ はイエ スの 足 も とに

座 って み言 葉 を聞 いて い ま した。 そこ でマ ル

タは こ う言 いま した。 「主 よ，妹 が わた しだけ

に接 待 をさせ て いるの を， なん ともお思 いに

な りませ ん か。 わ た しの手伝 い をす る よ うに

妹 にお っ し ゃって くだ さい 。」す る と，主 は優

しい調子 で答 え られ ました。 「マ ル タ よ，マ ル

タよ， あな たは 多 くの こ とに心 を配 って思 い

わず らって い る。 しか し，無 くてな らぬ もの

は 多 ぐはな い。 いや， 「 つ だけ であ る。マ リ

ヤ は そ の良 い方 を選 ん だの だ。 そ してそれ は，

彼 女 か ら取 り去 って は な らない もの であ る。」

(ル カ10：40-42)

このマ ル タ とマ リヤ の兄 弟が 死 か ら よみが

え った ラザ ロです が， ふ た りは ラザ ロの墓 で，

「主 よ， も しあ なたが ここに いて下 さった な

ら， わ た しの兄弟 は死 な なか っ たで し ょう」

と言 って い ます 。 マ ル タは こ うも言 ってい ま

す 。「しか し，あ なた が どんな ことをお願 い に

なって も， 神 はか な えて下 さる こ とを， わ た

しは今 で も存 じてい ます。」ピ リポ ・カイザ リ

ヤ地 方 の岸 辺 でペ テ ロ と同 じよ うな熱意 で証

を し， 主 イエ スに 向か って 「あな たが この世

に きた るべ きキ リス ト， 神 の御子 であ る と信

じてお ります」 と証 したの もこのマ ル タで し
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た。(ヨ ハ ネ11章)

家事 の技術 に たけ， 篤 い信 仰 を持 ち，主 に

愛 され たこの姉 妹 につ いて ， これ以 上何 も言

う必 要 はな い と思 い ます。

6.開 か れ た墓 の前 で

福音 書の 記者 た ちは， マ グダ ラの マ リヤ と

他の婦 人 たちが ， イエ ス と十 二使 徒 の ガ リラ

ヤへ の伝道 旅行 に 同伴 した こ とを記 してい ま

す 。 この 時， ガ リラヤ に集 まった 人々 は， イ

エスが次 の よ うに お っ しゃ るの を聞 きま した。

「人の子 は 人々の手 にわ た され，彼 らに殺 さ

れ， そ して三 日 目に よみが え る で あ ろ う。」

(マ タイ17：22-23)

この同 じ女 性 た ちが， イエ ス の遺体 に 香料

を塗 るため に， 開か れ た墓 に来 ま した。 その

時に イエ スはマ グダ ラの マ リヤ に現 われ， マ

リヤ は復活 した人 を見 た最初 の 人 とな った の

です 。忠実 な姉 妹 た ちが 墓 に来 る と，天 の使

いが 現 われ て言 い ま した。「そのか た は，こ こ

に はお られな い。 よみ が え られた のだ 。 まだ

ガ リラヤ にお られ た とき， あ な たが たにお 話

しにな った こ とを思 い出 しな さ い。

す なわ ち， 人 の子 は必 ず罪 人 らの手 に渡 さ

れ，十字 架 につ け られ， そ して三 日 目に よみ

が える， と仰せ られ た では ないか 。」(ル カ24

：6-7)

さらに ルカは こ う記 しています。 「そ こで女

た ちはそ の言葉 を思 い 出 し， 墓 か ら帰 っ て，

これ らい っ さいの こ とを，十 一 弟子や ， そ の

他み んな の人 に報告 した。

この女 た ち とい うの は， マ グダ ラのマ リヤ ，

ヨハ ンナ ，お よび ヤ コブ の母 マ リヤ であ った。
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彼女 た ち と一 緒 にい たほ か の女 たち も， この

こ とを使徒 た ちに話 した。」(ル カ24：8-10)

7.近 代 にお けるイ ス ラエ ルの姉妹 たち

現 代 も昔 と何 ら変 わ る ところな く， 王国 の

姉妹 たち は，霊 性， 慈善 奉仕 ， 真理 に対 す る

献 身， 正義 に お いて大 きな柱 とな って い ます。

また，昔 の 忠実 な姉妹 た ち と同 じよ うに，天

父 の霊 の子供 たち に肉体 を与 え，子供 た ちを

光 明 と真 理 の 中で育 て， 主 を信 じる信仰 を も

って戒 め を守 る よ うに教 えて い ます 。彼 女 た

ちの 人類 に及 ぼす影 響 は，家 庭 内 に とど ま ら

ず， 広 く教 会や 社会 に， また全世 界の進 歩発

展 をめ ざす 組織 に 及ん で い ます 。

予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスの妻 エマ に与 え ら

れ た 啓示 の 中に， この世 で主 の 目的 を推 進 す

るた めに 妻は 何 をす れば よい かが教 え られて

い ます。 主 はエマ に 向か って 言 われ ま した。
も つ と

「汝 の有 つ天 職 の任 めは， 汝 の夫 な るわ が僕



ジ ョセ ブ ・ス ミス(二 代 目〉を，苦 難iの時 に

慰 め の言葉 を以 て優 しき心 にて いた わ るため

にあ り。 … …

汝 また 彼 の手 に よ り按手 聖任 され て聖典 を

釈 き明 し， わが 『み た ま』 に よ りて受 くる所

に従 い教会 員 に熱心 に説 き勧 むべ し。

彼 は按手 を施 す に よ りて汝 は聖霊 を受 け，

汝 の時 は記 録す るこ とと教 えを 多 く学 ぶ こ と

とに費 さ るべ し。 ……

彼 を夫 に持 つ こ と と， その夫 に来 るべ き光

栄 とを汝悦べ 。」(教 義 と聖約25：5，7-8，14)

結婚 した女性 が働 く場 は 家庭 です 。妻 は家

庭 で夫 を支持 し，支 えます 。次 に女性 が働 く

場 は教会 で す。女 性 は教 会 で聖典 を説 き明か

し，価 値 あ る記録 を書 き， 多 くの こ とを学 び

ます 。女 性 は教会 の 内 外で， 同 胞に慈 善奉 仕

をす るこ と もで きます。 さ らに福 音 を宣べ 伝

え，伝 道 す る こ ともで き ます 。女 性 に与 え ら

れ た召 しは， あ らゆ る場所 ， あ らゆ る環境 の

下 で善 を行 ない， 義 に いそ しむ こ とです 。

私 た ちは イス ラエ ルの母 や シオ ンの娘 た ち

の姿 を目に して きま した。ハ ウ ンズ ミル で泣

く女性 たち， ミズー リで燃 え さか る家 の傍 ら

に立つ 女性 たち， また ウイ ンター クォー ター

ズで墓 の前 に頭 を垂れ る女 性 た ち。現代 の姉

妹 につ い て も同 じこ とが言 えます 。彼 女 たち

は家庭 の崩 壊 を助長 す る不 本意 な 立法案 に 反

対 し， 立法 府 に足 を運 び， 投票 所 に善 意の 人

人の力 を結 集 して い ます 。 そ して， 家族 の保

護 と国家 の 存続 を主 に請 い願 って い るのです 。

兄 弟 だけ で主 の末 日の王 国 を築 くこ とは で

きませ ん。 忠実 な姉妹 た ちは この世 を離 れ て

も，，大 いな るエ ホバ のみ 業が 晴 れ て成就 す る

時 まで， しいた げ られ，霊 的に沈 ん だ 人々の

中に入 っ て働 き続 け るのです 。

8.日 の光 栄 の姉 妹 た ち

最 後 に， 日の光 栄 の安 息 につ くイ スラエル

の母や シオ ンの娘 た ちが い ます 。 彼女 たち は

皆 苦 しみ に打 ち勝 ち，大 きな苦難 を乗 り越 え，

責 任 をすべ て 果 た し， 次 の よ うな主 のみ 声を

聞 く人 々です 。「わ たしの 父 に祝 福 され た人 た

ちよ，さ あ，世 の初め か らあ なた がた のため に

用意 され てい る御 国 を受 け つ ぎな さい。」(マ

タイ25：34)

男 も女 もひ と りで はあ りませ ん。 主 にあ っ

て女 な しに 男は な く， 男 な しに女 はな いの で

す 。 これ は永遠 の 原則 です 。女性 は， リ.ベカ

の よ うに， 家族 の義 の 導 き手，光 とな って，

よ り多 くの天 父の子 供 た ちに救 いが与 え られ

る よ うに配 慮す る責 任 が あ ります。 家族 とい

う素 晴 ら しい栄 えあ る制 度 を与 えて下 さった

神 に感 動せ ず には お られ ませ ん 。 この永遠 の

家族 制 度 ζ そ， 男 と女 を共 に結 び， 永遠 の御

父 の子供 た ちに 肉体 を与 え， その子供 たち を

光 明 と真理 と正 義 の中 で育 て， 彼 らが御 父の

み前 に再 び 帰 って永 遠 の生命 を受 け継 ぐこ と

が で きる よ うに備 え をさせ る ものな のです 。

私 た ちが 得 てい る福音 の 知識 を深め ， さ ら

に確 か な知 識 を持 ち， 男女 は共 に永遠 の父 な

る神 の ご とくにな り得 る との意識 を神 の聖 き

み た まに よ り心 に抱 け る とは，何 と素 晴 ら し

い こ とでは な いで し ょ うか 。神 が そ の ような

確 信 を私 た ち一 人一 人 に与 えて下 さる よ うに

願 いつつ ，す べ てを イエ ス ・キ リス トのみ 名

に よ り申 し上 げ ます 。 アー メ ン。
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マ リア ン ・C・ シ ヤ ー フ

女 性 と 聖 典

霧

「聖 典 を調 べ なさ い・ あな たが たは・ 聖典

の 中に永 遠 の命 が あ る と思 って調 べ て

いるが， 聖典 は， わ た しにつ いて あか しをす

る もの で あ る。」(ヨ ハ ネ5：39， 欽定 訳 よ り

和 訳)

次の よ うな こ とを尋 ね られ た こ とは な いで

しょ うか 。 「女 性 も男性 と同 じように，聖典 を

熱 心 に学 ぶ必要 があ りますか 。 なぜ 女 性 も聖

典 に精 通 しなけ れば な らな いの で し ょう?聖
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「

典 を学ぶ こ とは女 性 に とっ て どんな意 味 が あ

るので しょ うか 。」

その答 えは明 白で す。 主 の娘 は主 の 息子 と

同.様に神 の み前 に あ って貴 い存 在で す。 しか

も， 神 よ り与 え られ た この世 におけ る女性 の

役割 は ， 自分 自身の 救 いに 関す る責 任 は も と

よ り， 夫 の助 け 手 として， また子供 の 導 き手

として 日夜 務め るこ とです 。 この役 割 を果 た

す に 当た って， 聖典 を よ く学ぶ こ とが 必要 で

す。

聖典 を読 む こ とを実 践 してい る女性 は大勢

います 。 しか し， その必 要 に気づ い てい ない

女性 が 大勢 いることもまた事実 です 。入が 自分

の知 識 に基づ いた生 活 しか で きない とすれ ば，

すべ ての母 親 は教義 と聖 約68章 につ いて知 る

必要 が あ るで し ょ う。 この章 の 中で主 は両親

に，子 供 が8歳 を迎 え るまで の間 どの よ うに

教 え導 くか， そ の責 任 につ いて戒め を与 えて

お られ ます。母 親 は子 供 に，悔 い改 め の原 則

をは じめ ，生 け る神 の御子 キ リス トを信 じる

信仰 ，バ プ テスマ ，聖 霊 の賜 を授 か る按 手 礼

につ い て教 え る必要 があ ります。 そ のほか ，

祈 る こ とと主 の み前 を正 し く歩む こ とも教 え

なけ れば な りませ ん 。(教 義 と聖 約68：25，28

参照)

ジ ョー ジ ・ア ルバ ー ト ・ス ミス大管 長 の母

親 は，主 のみ ここ ろ をよ く知 ってい た人 で し

た。 ス ミス大 管 長 は，母 親か ら祈 るこ とを教

え られ た感動 的 な 出来事 をこ う語 って い ます 。

「私 は祈 るこ とを
， 末 日聖徒 であ る母の ひ ざ

の上 で学 ん だ。 私 は母 に手 を引 かれ て2階 の

寝室 に連 れ て行 か れ たこ とを覚 え てい る。部

屋 にはベ ッ ドが ふ たつ 置 いて あ り， そ のひ と

つ は両 親 のベ ッ ドで あ った。 また， 小 さい車

付 きベ ッ ドが そ の横 にあ った 。私 はその こと

を昨 日の こ との よ うには っき りと覚 えてい る。

母 は 私 を腕 に抱 いて 私の 小 さいベ ッ ドの傍 ら

に ひ ざまず き，私 に 手 を組 ませ ， それ を囲 む

よ うに 自分 の手 を組 ん で，初 め て祈 りとい う

もの を教 えて くれ た。私 は その こ とを決 して

忘 れ な い し， 忘 れ た くな い。 そ の こ とは，私

の生 涯 で最 も うるわ しい思 い出 のひ とつ とな

っ てい る。 天使 の よ うな母 は私 のベ ッ ドの傍

らに ひ ざまず いて， 私 に祈 る こ とを教 えて く

れ たの で あ る。 … … その祈 りに よ り， 私 の前

に天 の 窓が 開か れ， 私 は天 父 のみ手 を感 じる
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こ とが で きた。 と言 うの も， 母が 祈 るこ との

意味 を小 さい私 に もわか るよ うに説 明 して く

れたか らで あ る。」(S勉 ガη8・漉θGo∫ρ61ωガ焼

0'加 鴬 「人々 と福 音 を分 か ち合 う」pp.147-

48)

ウ イルフ ォー ド ・ウ ッ ドラフ大 管長 は， 次

の よ うに述べ て い ます 。「母 親 はほかのだれ よ

りもその子孫 に 多大 な影響 を及ぼ す と，私 は

思 う。 『そ の影 響 は いつか ら及 ぶ のです か 』と

い う質 問 を時 々受 けるが ，予 言者 た ちは， 『神

のみ も とか ら遣 わ され た霊が 肉体 に宿 った 時

か らで あ る』 と語 って い る。母親 の状 態 は 身

ごもっ てい る子供 に まで影 響 を及ぼす 。 そ し

て，子 供 の誕 生か ら生 涯 を通 じて，母 親 の教

え と模 範 は その子 供 に永遠 にわ た る影 響 を及

ぼす こ とだ ろ う。」(7肋D♂s60%駕 θsα/照 げ」一

ノわアゴ レ7∂o〃げ 「ウ イル フ ォー ド ・ウ ッ ドラ

フの説 教集 」p.269)

妊 娠 して いる 多 くの 女性 が 自分 の体 を粗 末

に扱 って い る今 日， ウ ッ ドラフ大 管長 の この

言葉 は， 意味 深 い もの を投 げかけ て い ます 。

幻覚 剤 を常用 してい る母親 か ら生 まれ た子 供

は， その母親 と同 じ禁 断症 状 が現 われ るこ と

が立証 されて い ます。 子供 が まだ体 内 に い る

うちか らこれ ほ どの影 響 を受 け る とす れば ，

誕 生 し，母 親 の行 な い を見 聞 きし， 感 じる こ

とが で きる よ うにな った子 供 に与 え る母 親 の

影 響 は計 り知 れ ませ ん。神 か らいただ い た務

め を 自覚 し， 子供 を教 え導 く備 え をして い る

女性 は，霊 的 な義務 を知 らない女性 と比べ て

は るか に子 供 を益 す るこ とが で き ます 。 そ う

明 な母親 な ら， まだ8歳 に もな らな い子供 が

母 親 と離 れ る こ との重 大 さ を真 剣 に考 えるは
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ず です。

だれ もが感 じて い る と思 い ます が， 日々誘

惑 に 直面 し， そ れ を克服 す るに 当 たっ て， た

だ聖書 や モ ルモ ン経 に記 された聖 句 を読 む だ

け では十 分 では あ りませ ん。 女性 で あつ て も，

この神 権 時代 に予 言 者 に下 され た聖文 か ら.導

きと指 示 を得 る必要 が あ るの です 。 これ らの

聖 文 は， 見慣 れ な い ところや 難解 な意 味 の 中

に隠 され て い るの では あ りませ ん 。現 在使 わ

れ て い る 日常 の言 葉 の 中に見 い だす こ とが で

き るの です 。

救 い主 の再 臨が 近 くなるに つれ て， サ タ ン

は義 しい人 々 を引 きず り下 ろそ うと， たけ り



狂 って い ます 。 末 日聖徒 の女 性 た ちは， 結婚

誓約 の神 聖 さ と家族 の永 遠性 を心 に留 め て 自

ら を強 め る必要 が あ ります 。 そ して近代 の予

言者 の 言葉 に従 わ なけ れば な りませ ん。

今 日の世 の 中の様 々 な女性 観 に不安 を覚 え

る女性 は， 予 言者 の言葉 の中 にそ の解決 法 を

見 いだ す こ とで し ょう。福 音 の計画 に あ って，

女 性 の役割 に 関す る指 示 は， アダ ムの 時代 か

ら今 日に至 るまで変 え られ た こ とは あ りませ

ん 。女性 はそ れ ぞれ， 回復 さ れた真理 に基づ

いた証 を培 い養 う ように しなけ れば な りませ

ん 。霊 的 に成長 す る時 に，女 性 はす でに定 め

られて い る女性 として の役割 を果 た す備 えが

で きるの です 。女性 は戒め を守 らなけれ ばな

りませ ん 。妻 と して母 と して，霊 感 され たみ

言 葉 に従 わ なけれ ば な りませ ん。 そ して，戒

め に そ った生 活 をす るため に は， その戒め の

何 た るか を知 らなけ れば な らないの です 。

聖典 は， 女性 の栄 えあ る行 く末 につ いて教

えて い ます。 予 言者 た ちは女性 を賞 賛 して い

ます。 ジ ョセ ブ ・F・ ス ミス大 管長 の言葉 に

耳 を傾 け てみましょう。「女 性 は弱 い もの だ と

とか く口に したが る人 々がい る。 しか し，私

は その よ うに思 わ ない。 肉体 的に は弱い か も

知 れ な い。 けれ ど も， 霊 的， 道徳 的，宗 教的

に， また信仰 に お いて， 強 い確 信 を持 って い

る女性 と肩 を並べ る こ との で きる男性 がは た

してい るだ ろ うか。確 か に ダニエ ルは ライオ

ンの穴 の中 に あ って もなお信 仰 を持 ち続け た。

しか し， 息子 たちが体 をず たず たに ひ き裂か

れ るの を見 なが ら， 悪魔 の よ うな残忍 さを も

っ て考案 され たあ らゆ る ご うもん に耐 え抜 い

た のは， ほ か な らぬ女性 で あ る。 なぜ な らば，

彼女 た ちに は信 仰 があ り，常 に進 ん で犠 牲 を

捧 げ，動 じぬ こ と， 神 に近 い こ と，道 徳 と信

仰 にお いて 男性 に 比肩す る者 であ ったか らで

あ る。」(Go∫ ρ61DO6〃 勿θ「福 音 の 教 義」p.

440)

真理 を読 み， 研 究 し，生 活 の中 で実 践す る

時 ，女 性 は祝 福 され， 聖 きみ た まが 彼女 の霊

に真理 をさ さや く;と で しょ う。 そ して彼女

の前 に開か れ た狭 くて まっす く"な道 が， 彼女

を永遠 の生 命 へ と招 くの です 。
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ニ ー ル ・J・ プ リ ン ダ ー ズ

家族の霊性を養う父親

　

私 は少年時代に・父に連れられてよく家畜
の飼育場 に 出か け た もの で あ る。 私 の家

族 は小 さな牧 場 を経営 し， 時 折家 畜 を売 って

生計 を立 てて いた。

川岸 に牛 や豚 ，羊 な どを放 し飼 いにす る放

牧場 が あった。 また， 川に は欄干 の つ いた橋

がかか ってお り， 向 こ う岸 の坂道 に続 いて い

た。 ち ょうどその坂 道 を登 り切 っ た とこ ろに，

加工 工場 が ある。 したが って， 家畜 を屠殺 す

る時は この橋 を渡 らせ ，坂 道 を登 らせ なけ れ

ばな らない 。 これは牧 童頭 に とって なか なか

骨の折 れ る仕事 で，知 恵 を必要 とした。彼 ら

は訓練 した黒ヤ ギ を羊 の群 れ の 中に 入れ る。

そ してその 黒ヤ ギに 羊 の群 れ を先 導 させ， 橋

を渡 って坂 道 を登 らせ ，加 工工 場 へ と導 くの

であ る。群 れが工 場 の 入 口に きた と ころでヤ

ギをわ きに引 き寄せ ，羊 の群 れ だけ を工場 の

中へ 送 り込 む とい う寸法 で あ る。

私 は父 の説 明 を聞 きなが ら， その光 景 を眺

め て いた。父 は少 し間 をお いて か ら， こ う言

った。 「これ を教訓 に しなさい 。自分 は だれ に

従 って い るか よ く注意 す る こ とだ 。 そ して ，

自分 は どこに導か れ てい るのか をは っ き り知

る必要 が ある。」

私 は今 で もこの時 の こ とを忘 れ な い。家 族

を教 え導 き，霊性 を養 う父親 の責任 につ いて
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考 え るたび に，私 は父 が どの よ うに理 解 しや

す く， しか も印象 深 く教 え導 いて くれ たか を

思 い出す 。大切 な こ とを教 え る機 会 は， 必ず

し も計画 され た通 りに巡 って くるわけ では な

い 。 日々の 出来事 の 中に教 育 の機 会 を見 い だ

す こ とが大切 であ る。

私が 父親 と して学 ん だ最 も重 要 な こ とは，

子 供 の成長 は私 た ちが何 を教 え よ う とす るか

では な く， 私 た ち 自身が ど うす るか にかか っ

てい る とい うこ とであ る。

父親 で ある私 には， 子供 たちが 友 人 との 間

に築 く関係 よ りもは るか に強 い絆 を私 た ち親

子 の間 に築 くとい うチ ャ レン ジが 課せ られて

い る。 幼 い子供 の場合 ， この こ とは十 代 の青

少年 ほ ど難 し くは ない と思 う。子 供 は遊 ぶ こ

とが好 きであ る。 カーペ ッ トの上 で転 が り，

くす ぐ り合 い， 話 を し， お どけ た顔 をす るの

は さ して難 しい こ とで はな い。

しか し， 子供 が10歳 を越 え る頃 に は， なか

なか簡 単 には いか な くな って くる。 この年 齢

の子供 た ちは， 一方 で両 親 の愛情 と関心 を求

めな が ら， 他 方 同年 代 の仲 間 とのつ なが りを

強 く要 望 す る。 そ こで私 に課せ られ た チ ャレ

ンジは， 子供 た ち一 人一 入 と， 彼 らの仲 間 よ

り も強 い絆 を保つ こ とで あ る。 そ して， 他 の

いか なる もの よ り も強 く， 子供 を家 族 に 引 き

冒
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寄せ るこ とであ る。 この よ うな関 係 を保つ こ

とが で きれ ば，両 親 は いつ まで も子供 に よい

影響 を与 え る教 師で い る こ とが で きる。

そのため には， まず子供 たち一 人一 人 と特

別 な経 験 をす る必要 が あ る。私 は少 な くと も

毎週1回 ， この よ うな経 験 をす る よ うに して

いる。乗 馬や魚 釣 りは 息子 には よいが， 娘 の

好 みは少 し異 な る。 時 には， 娘 が何 を した い

か を知 るのに時 間が かか る こと もあ る。昔の

ダンス を教 えた り， 学校 や生 活 の こ とや 現代

の若 者の行 動 につ いて 話 し合 った り，一 緒 に

食事 に 出かけ た りしたこ とは， 私 の娘 に も好

評 であ った。

大切 なの は， あな たの行 な って い るこ とが

ど うい う意味合 い を持 っ てい るか を子供 た ち

によ く理解 させ るこ とで あ る。 時 には ， 自分

の したい こ とを犠 牲 に して子供 と過 ごす時 間

を とろ っと して い るこ とを，知 って もら っの

も必要 であ る。

私 の友 人 に， 父親 として も非 常 に立 派 な人

が い る。彼 はこ う言っていた。 「戦争 で最終 的

に勝利 をお さめ るに は，1，2度 負 けてみ る

こ とが 必要 です」 と。私 もその通 りだ と思 う。

両 親 は， 子供 た ちが成 長 し独立 して， 孫 を育

て るこ との で きる立 派な家 庭 を築 くように望

んで いる。 しか し，子 供 た ちが両 親 と異 な る

決定 をせ ず に，素 直 に これ を成 し遂 げ る こ と

な ど， まず もって あ り得 な いの で あ る。

夫婦 の結婚 生 活に は， 「キブ ・ア ン ド ・テ イ

ク」 の精神 が必要 であ る。 これ は， 親子 の 間

で も言 えるこ とで あ る。 私が いつ も悩 む の は，

ど うい う時 に毅 然 た る能 度 を執 り， ど うい う
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時 に寛 大 に 「過 ち」 を認め るか とい うこ とで

あ る。 子供 が しっか りした意 見 を持 ち， しか

もその 問題 が歩 み寄 る必 要 のあ る事柄 の場 合 ，

少 し話 し合 った後 に受 け入 れ る.とよい こ とが

あ る。

どこで 引 き下 が り， どこ まで断 固た る態度

を執 れば よいか を知 るため には ，神 の導 きが

必要 であ る。私 は 自分 の経 験か らみ た まの導

きを受 け ず に，霊 的 な指導 を与 える こ とは で

きない こ とを承知 してい る。 ブ リガム ・ヤ ン

グ大 管長 は， 父親 は毎 日家庭 に聖 霊 を招 き入

れ る よ うに しな けれ ばな らな い と教 えてい る。

「父親 の皆 さん
，皆 さんの妻 が主 の みた ま

の導 きを受 けて， そ の影響 力 にあず か る こ と

が で きる よ うに絶 えず 祈 って いた だ きた い。

幼 な子が 母親 の胎 内 にい る時か ら聖 霊 の力 を

授か るよ うに してい ただ きたい。聖 霊 と力 に

満 た され て立 ち上 が る国 民の姿 を見 たけれ ば，

そ の よ うにす る ことが 必要 であ る。 男女， 子

供 に課せ られ るその ほか の義務 はす べ て， そ

の時 ， その場 所 に応 じて与 え られ るこ とだ ろ

う。 この こ とを忘 れ ない で いた だ きたい。 主

の み前 に あ って 心 を清 くし， 家族 の満 足 と慰

あ の ために 絶 えず最善 を尽 くしてい ただ きた

い。 そ うす れば ，家族 全 員が いつ も主 の みた

まの慰 め を亨受 す る こ とが で きるで あ ろ う。

も し以上 のこ とを行 な わな けれ ば，皆 さんの

才能 が世 の人 々の それ に勝 る こ とは ない で あ

ろう。」(ノo%γ駕1qrD∫sooπ 駕6s「説教集 」1：69)

子 供 た ち と一 緒に い る妻 が聖 霊 の影響 力 を

受 け られ る よ う妻の ため に祈 る時 に，私 は父

親 として なすべ き 自分 の務 め を一層 よ く感 じ
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とる こ とが で きる よ うに な った。 同様 に， 子

供 たちに神 につ いて話 す と同 じ くらい ，子 供

た ちの こ とを神 に話 す な らば， 子供 に教 え る

こ とは ます ます 容易 にな る こ とを私 は知 った。

両親 は その子 供 た ちに祈 るこ と と， 主の み

前 を正 し く歩む こ と， そ して安 息 日を聖 く守

るこ とを教 える よ うに 命 じられ て い る。 これ

は回避 す る こ との で きな い責 任 で あ る。特 に，

次の ふたつ の重 要な点 を心 に銘 記 していただき

たい。子 供 が一 度 も両親 を困 らせ るこ とな く，

あ るいは改 め るべ き点 もな い ま まに成 長す る

と期 待 して は な らない。 また，両 親 は子供 た

ちに何 の問題 もな い ように見せ か け ては な ら

な い。偽善 は大 きな障 害 にな るだ けで あ る。

父親である私には，子供たちが友人との間に

築く関係よりもはるかに強い絆を私たち親子

の間に築くというチャレンジが課せられてい

る。

父親 は善 悪 の相違 を明確 に教 え る こ とに よ

り，子 供 た ちの霊性 を養 うこ とが で きる。私

たち は最善 を尽 くす な らば， 必 ずや 本来 の務

め を果 たせ るこ とだ ろ う。

わが子 の 成功 した姿 を見 る こ と， これ は 父

親 として得 る最 も大 きな報 いで あ る。小 さ な

子供 た ちが家庭 の夕べ や教 会 の プ ログ ラム で

責 任 を果 たす よ うに な るにつ れ， 子供 た ちの

中 に内気 な もの もい れば， 逆 に少 し出 しゃば

りな子 もい る こ とが わか って きた 。 しか し，

どの子 も成功 したい と願 って い る。 そ こで私

の霊 的 な責 任 は， 子供 たちに 自信 を持 たせ，

彼 らの能 力 に合 った方 法 で 自己 を表現 で き る

ように助 け る こ とで あ る と思 う。

私 の妻 は非 常 に素晴 ら しい方 法 を用 いて い

る。 妻 は よ く子供 た ち を集 め， ひ とりずつ傍

らに 呼 んで， そ の子供 の ため に特 別 な こ とを

話 す 。す る と，子 供 た ちはみ な少 し恥 ずか し

そ うに顔 を赤 らめ るが ，や がて その顔 は輝 い

て くる。 妻が その よ うに した後 は，家 庭 は き

ま って明 る くな るの であ る。

父親 が家 族 の霊性 を高め るの に有益 な も う

ひ とつ の方 法 は，霊 性 の高 い人 々か ら良 い感

化 を受 け る機会 を与 える こ とで あ る。

家族 を教 会 に連 れて行 く， 子供 た ち をセ ミ

ナ リー に登 録 させ る，学校 や 教会 の教 師 と子

供 の 目標や 成績 につ い て話 し合 う，扶助 協会

に 出席 す る よ うに妻 を励 ます ，立 派 な人々 を

家庭 に招 待 す る。 これ らはす べ て家族 の必要

を満 たす方 法 であ る。 しか し，父 親が 自分 ひ
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とりですべ て を行 なわ なけ れば な らな い と考

えるのは賢 明 な こ とで はな い。

父 親 は子 供 を義 し く育 て る上 で あれ これ と

意見 を述べ るこ ともで きるが， 何 よ りも大切

なのが， 良 い感 化 を及 ぼす 立 派な母 親 を選 ぶ

こ とであ る。父親 が子 供 に与 え る最大 の贈 り

物は母 親で あ る。なぜ な ら，母 親 は他 の いか

な る力に も増 して，子 供 に大 きな感化 を及ぼ

すか らで あ る。 家庭 で義 を求 め， 義 を育 む母

親 は，絶対 に欠 くこ とので きない存 在 であ る。

そのほか ， 父親 は妻 と気 高 い関係 を保 つ よ

うに努 力 し， 自分 の気持 ち を上 手 に行動 に表

す こ とに よって家 族 の霊性 を高 め る こ とが で

きる。 その 際， 父親 は妻 に対 して ど う感 じて

い るか を子供 た ちに話 した り，妻 の希 望 を尊

重 し， 妻 の意見 を求 め た りす る。時 には 友達

の よ うに な って，妻 の興 味 と関心 を(強 要 で

は な く)引 き出す よ うにす る。 そ して感 謝 の

気持 ちを言葉 と行 な いで表 わ し， 自分が 考 え

て い るこ とや 問題 を分 か ち合 う。 また妻 の関

心 を考慮 して 自分 の計 画 を立 て， 妻 の愛 と証

に感謝 して い るこ と を伝 え るこ とも必要 であ

る。 もし夫が 妻 の もつ義 の心 に感 謝 し， それ

を尊重 す るこ とが なけれ ば， 妻 は家庭 の 中 で

霊 性 を維持 す る こ とは で きな いで あ ろ う。

子供 たちに， 霊 的 な観 点か ら生活 全体 を見

させ るよ うにす れ ば， それ だ け霊 的 な糧 を子

供 に 多 く与 え るこ とが で きる。同 時 に， それ

に よって 自分 自身 の霊性 も高 め られ る こ とを，

私 は知 っ た。

イノスの経 験 を読 む と，私 は心 を励 ま され

る。 イ ノスの霊性 を養 うよ うに努 め た父 親の
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努 力 は， 直 ちに大 きな成果 を上 げた わけ では

ない 。(イ ノス3参 照)時 として私たちの努 力

は成果 が 少 な く， 無視 され た り， あ るいは不

承 不承 に受 け入 れ られた りす る こ とが あ る。

家を治める とは

ジ ョ ー ン ・プ リ ン タ ー ズ

私 は夫 のお 陰 で沢 山の良 い もの を得 て レ'る
こ とを感 謝 して い ます 。 それ らは私 や子

供 た ちの霊性 を高め る力 となっ てい ます 。 こ

の こ とは非常 に 大切 な こ とです 。家族 の霊 性

は 多分 に 父親 の霊性 にか か って い るか らです 。

霊 的 に強 くな い夫 は，妻 や子 供 を強 め る こ と

はで きませ ん 。 こ こで夫 が どの よ うに して私

た ちの霊 性 を高め て い るか ，例 を挙 げ て説 明

したい と思 い ます 。

1.私 た ち夫 婦 は，数 年前 か ら，子 供 た ちの

長 所 と短所 を記録 して ，2，3カ 月に一 度

子 供 た ち と個 人面 接 を してい ます 。

夫 は子供 たち一 人一 人の ため にバ イ ンダ



家族 の霊性 を養 う父親

しか し， 私が 少年 時代 にユ ダ とい う名 の黒 ヤ

ギか ら教 訓 を学 んだ ように， た とえ成 果 を 目

にす るのに しば ら く時間 がか か る と して も，

投 資(努 力)し た こ とに は必 ず それ相 応 の報

酬(報 い)が 得 られ るの であ る。

ニー ル ・J・ ブ リ ンダー ズ

セ ミナ リー ・イ ンス テ ィテ ユー ト管 理 部 記録 ・

調 査 ・評 価 担 当 デ ィレ ク ター

一 を用意 し
，左側 のペ ー ジに 「短所 」，右 側

のペ ー ジに 「長所 」 を書 くよ うに しま した。

面 接 の時， これは私 たちが子 供 と接 す る

特別 な 時間 ですが ， そ こで私 た ちは子 供 の

長所 と短 所 につ いて話 し合 うの です。 日付

の下 に， 現在 の 問題 を3人 が どの よ うに 見

て い るか を書 き， また よ くで きた事柄 を書

き出 し， さ らにこ の数 週 間 で良 くな っ た事

柄 も記録 し ます 。子供 たち は家庭 や家 族，

友 人， あ るい は 自分 の問 題 な どにつ いて 自

分 の気持 ち を遠慮 な く何 で も話 します 。 そ

れ に私 た ちが親 と して答 え るの です 。

2.家 で7人 の子供 たち をいつ も仲 良 く働 か

せ るのは そ うたやす い こ とではあ りませ ん。

しか し， 父親 が一緒 に働 くこ とで子 供 たち

も仕事 を愛す るよ うに な り， 「仕 事 」が 「楽

しみ」 に 変わ って きます 。夫 は 自分 が子供

の頃 に した仕事 や， 喜 んで働 くこ との大切

さにつ いて よ く話 しま した。 その効 果 もあ

っ たの だ と思 い ます 。

私 た ち家族 は，毎 年春 に な る と総 出で畑

仕 事 を します 。土 な ら しに始 ま り，種 ま き，

散 水， 除 草 を全員 で し ます 。 そ して夏や 秋

に は大 根 を抜 い た り， とう もろこ しを取 り

集 め た り， い ちご を摘 ん だ り， じゃが い も

を掘 っ た りして， 子供 た.ちに収穫 の楽 しさ

を教 え るの です。

夫 は機 会 をと らえて教 え るのが上手 です 。

畑仕事 にた とえて，伝 道や 死後 の生 活へ の

備 え，正 しい管理 や訓 練，敵(雑 ：草)を 除

去す るこ との大切 さ を話 します 。私 た ちは

毎 日の簡 単 な仕事 の 中か ら， 多 くのこ とを

学 び取 るこ とが で き ます 。

3.家 族 全員 で行 な って いる も うひ とつの重

要 な こ とは ， 夕食後10分 か15分 ほ どの聖典

の読 書 です 。現 在 はモ ルモ ン経 を読 ん でい

ます。順 番 に読 む よ うに してお り， 学齢 前

の 子供 も 自分 のモ ルモ ン経 を持 って きて一
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緒に指 で追 いなが ら読 みます 。ときど き 「今

どこを読 んで いるの」と聞 かれ るこ とが あ り

ます。 で も.おも しろい こ とに， 聖典 を読 む

時間の こ とを一 番 先 に思 い 出させ て くれ る

のが その よ うな小 さい子供 たち なの です 。

聖典 を読 み なが ら，夫 は私 たち に霊的 な話

を して くれ ます。 黒板 に書 いた り， 身振 り

を加 えた りして話 して くれ ます 。 これが ま

た，子供 た ちに なか なか好 評 です 。

4.断 食 日曜 日は 目的 を持 って 断食 をす る と

一 層有意 義 にな ります
。夫 は土 曜 日に断 食

の 目的 につ いて話 します。 また， ワー ド部

の病 人や 特別 な祝福 が 必要 な人の ため に祈

ります 。小 さな子 供 た ちのため に 時 間 を取

って一緒 に祈 り， 大 きな子 供 に は祈 りを毎

日して い るか ど うか とき どき尋 ね ます 。

食事 や祈 りの時 に その 日の 出来 事 を話 し

合 うよ うにす る と，子 供 た ちの感受 性 が豊

か にな り，感謝 の気持 ちが 深 ま る よ うです 。

5.父 親 は神 権 を行 使す るこ とに よら て家族

の霊 性 を高め るこ とが で き ます 。.父親 は 自

ら模 範 を示 します 。父 親が 喜 ん で主の み業

に精 出 して い る姿 を 目にす るこ との で きる

子供 たちは実 に恵 まれ て い ます 。 夫は いつ

も特 別 に時間 を取 って，毎 月私 を神 殿 に連

れて行 って くれ ますが ， その こ とは家族 に

とって も大切 な こ・とです。 この よ うな習慣

によ って家族全 員 が非 常 に良 い影響 を受 け

るか らで す。 お陰 で私 た ち夫婦 は， 第一 に

なす べ き こ とを最優 先 に行 な うこ とが で き

ます し， 子 供 た ち も私 たち が 行 なっ てい

るこ とを特 別 な こ とであ る と認 め て くれ ま

す。子 供 た ちの協 力の 姿勢 か らそ の こ とが

よ く感 じられ ます 。 また， 私 た ちが 神殿 に

参 入す るこ とは，子 供 に神 殿結婚 の大切 さ
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を教 え るこ とにな る と思 い ます。

6.1週 間 で一番 楽 しみ なのが，.家庭 の夕べ

です 。私 た ちは 家族 で一 緒 に過 ごす この時

間 を何 よ りも心待 ちに して い ます 。 レ ッス

ンや ゲ ーム ，歌や 経験 談 を順番 に受 け 持 ち

ます が ，管理 は 必ず 夫が します。 また夫 は，

家族 全 員の状 態 を考慮 して， それ を改善 す

る方 法 を考 えます 。

家 庭 の夕べ は， 家 族が互 いに よ く知 り合

い， 福 音の 原則 を教 え合 うの に理 想的 な場

です 。私 たちは， 家庭 の 夕べ を通 じて ，子

供 た ちの知 識 を確 認 します 。 とい うの も，

私 た ちの方 で福 音 が よ くわか って い る と思

って も， 実 際は誤 解 して い るこ とが よ くあ

るか らです 。例 えば， わが 家 の子供 の ひ と

りは大 管長 と大統 領 の違 いが なか なか理 解

で きませ ん で した。

以上 お話 して きた こ とは私 た ち家族 に とっ

て とて もよか った こ とです。 私 た ち家族 に よ

いか ら と言 って， ほか の御家 族 に もよい とは

言 え ないか も しれ ませ んが， 多少 は役 立 てて

いただ け るの では ない で し ょうか 。私 た ちは

妻 として，夫 が 先頭 に立 って私 た ちを導 いて

くれ ない こ とが あ った として も， 忍耐 して待

つ 必要 が あ ります。 そ して， 夫の 立 派な.点に

感謝 す るこ とが 必要 です 。幸せ な結婚 生活 と

い うの は，証 と同 じよ うに， 絶 えず新 た な も

の を積 み重 ね て こそ，活 力 のあ る生 き生 きと

した もの にな るの では ない で しょ うか 。

ジ ョー ン ・ブ リ ンダー ズ

主婦 ， 初 等協 会 教 師



「

卜一 マ ス ・W・ ラ デ ー ン

妻の再発見

私 は妻に対する自分の気持ちをなかなか上
手 に表現 す るこ とが で きませ ん。 で も，

結婚 した 当初 に比べ る と， は るか に深 く彼女

を愛 して い ます 。信 頼 し，尊 敬 し， 頼 りに し，

何 よ りも彼女 を誇 りに感 じて います 。

私 は結婚 後 妻 につ いて い ろい ろ な こ とを再

発見 しま した。 その 発見 は今 も続 いて い ます 。

私 は これ まで大 勢 の立 派 な姉 妹 た ち と話 し

て き ま したが ，私 たち夫婦 もかつ て経 験 した

よ うな欲 求不 満 を打 ち明 け られ る こ とが よ く

あ ります 。 その姉 妹 た ちは活発 で熱 心 な教 会

員 で，神 権者 を敬 ってお り，母 親 であ り主 婦

で ある こ とを感謝 し， また夫 を信頼 して い る

人々 です 。 しか し彼女 た ちが重 い 口 を開 いて

異 口同音 に語 るには，ときどき夫や 子供が 自分

の働 きを認め て くれない とい うこ とです 。自分

で したい こ とがあ って も， 夫や子 供 た ちの し

たい こ とほ ど重 要 な こ との よ うに思 われ な く

て ，つ い 自分 の こ とをす る時間 がな くな って

し ま うと言 い ます 。彼女 たちは夫 を心 か ら愛
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していますが ，自分 に とって一 番大 切 な考 えや

気持 ちや 関心 事 に対 して夫 が あ ま りに も無 頓

着な ために， 夫婦 の一 致 が感 じ られ な いで い

ます。

結婚 後 しば ら くして教会 に入 っ た私 たち は，

主にす べ て を捧 げ て働 く教 会 の指 導 者 の模 範

に深 い感銘 を受 け ま した。 それ か ら10年 ほ ど

の 間，私 た ちはいつ も3つ か4つ の責 任 を兼

任 して き ました。子 供 た ち も当時 ふた りだ っ

たのが，新 たにふ た り増 え， 今 で は4人 にな

って います。

私 たちは，子 供 の こ と と家 の中 の こ と以 外

はほ とんど話 し合 ったこ とが あ りませ んで した。

その後次 第に， 私 は と きど き許 可 を与 えた り，

反対 した りす る以 外 は，子 供 た ちに関 す る こ

との決 定権 をすべ て妻 にゆだ ね る よ うに な り

ました。家庭 の 夕べ の責任 もほ とん ど妻 に預

け っぱな しとい う始 末 です。 父親 と しての責

任 を果 たす の を怠 り，妻 の荷 を重 くしてい た

のです 。 その上 ，母 親 であ る妻 を励 ます こ と

もしてい ませ ん で した 。

その よ うな私 の 目を覚 ま して くれ た のが，

ポー ル ・H・ ダ ン長 老 の説教 の テー プ で した。

ダン長老 は その 中で次 の よ うな勧 告 を与 えて

い ました。聖典 や教 会や 学 問の 問題 で 夫 だけ

が一 方的 な情報 提供 者 とな っては な らな い。

妻 に も 自分 の勉 強 をし，知 識 を深め ，能 力 を

研 く時 間 と励 ま しが 必要 です と。私 は 自分 の

こ とを振 り返 っては っ と しま した。

子 供 た ちが福 音 だ けで な く， 勉 強 で も能 力

をい っぱ いに伸 ばせ る よ うに祈 って きま した。

けれ ども， 妻に もそ の よ うな祝 福 が与 え られ

る よ うに とは祈 った こ とが なか った のです 。

視野 を広 げる こ とが大 切 だ と言 って 自分 の趣
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味や 娯 楽 の時 間 を取 ってお きなが ら， 妻 の生

活 の こ とは まっ た く考 えて いなか った こ とに

初 め て気付 いたの で した。

そ こ で私 は この こ と を深 く反 省 し， 主 に祈

りま した。 そ して得 られ た答 えが， マ タ イに

よ る福 音 書19章5，6節 の聖 句 で した。 そ こに

は，夫 と妻 は 「もはや ，ふ た りで はな く一体

で あ る」 と書 か れて い ます 。夫 と妻 は共 に完

永遠の結婚とは，

実際のところ

完全な進歩を目ざし

ふたりで助け合って

成長しようと，誓約すること

ではないでしょうか。

成 を 目ざ して歩 む夫婦 でな けれ ばな らない。

私 はそ う思 っ たのです 。体 の一 部が 飢 え を感

じれ ば， 体全 体 が苦 しむ はず だか らです 。

そ こで私 は謙遜 な気 持 ち で家 に帰 り， その

こ とを妻 に打 ち明け， 勉 強 で も趣 味 で も 自分

で好 きな こ とをす る時間 を取 る よ うに妻 に勧
2

め ま した。 初め ，妻 は反対 し ま した。 大切 な

責任 が あ るの に，家庭 以 外 の こ との ため に取

る時 間な どな い とい うの です 。私 た ちは その



》

→

こ とにつ いて話 し合 い， 祈 りま した。 そ して

それか ら1週 間， 妻 は遠 慮 しなが らも 「高価

な る真珠 」 の夜 の イ ンス テ ィテユー トの授業

に登 録す るこ とに した のです 。

当初 の懸 念はす ぐに一 掃 され ま した 。妻 は

意気 揚 々 と帰 って くる と，学 ん だ ばか りの 原

則 を早速 私 に話 し， レ ッス ンの よか った こ と

を一 気 に ま くし立 て るの です 。 こ うして，私

た ち夫婦 の 間に， 仕 事や 子供 以 外の 話題 が生

まれて きま した。 また週 に一 晩 だけ です が，

子 供 の世 話 を何週 間 か続 け る うち に，妻 の有

り難 さが よ く分か る よ うに な りま した。 その

上久 し くなか った子供 た ち との交 流 も取 り戻

す こ とが で きた の です。 子供 た ち も妻 の変化

に気 付 き， クラスの 様子 を聞 くこ とを楽 しみ

にす るよ うにな りま した。 この よ うに して家

中幸せ に満 ち あふれ る よ うにな った の です。

その後 も， 妻 は いろ い ろな通信 教育 を受 け ，

つ いに意 を決 して長年 の 夢 であ っ た絵画 に取

り組 む ようにな りま した。結婚 して20年 に も

な る とい っのに， 彼女 にその よ っな 趣味 が あ

るこ と をまった く知 りませ ん で した 。 こ う し

て 日ご とに絵 の才 能 を伸 ば して い く妻 の姿 を

見 て，私 は誇 りを感 じる よ うに な りま した。

妻 も生 活 に 自信 を持 つ よ うにな り， 私 た ちふ

た りの 関係 は一層 親密 にな りま した。 とりわ

け相 互 の認識 が深 まって い った こ とは とて も

よか った と思 います 。

互 い に充実 した話 し合 い を持 ちな が ら助 け

合 って い る夫 婦 もい ます が，一 方 に は， 忙 し

い夫 の様 子 を見て ，夫 や子 供 に比べ れば 自分

の した い こ とな ど二 の次 だ と感 じ，夫 に話 す

ご.とさ えため らって い る素 晴 ら しい姉 妹 た ち

も大勢 い ます 。現 に私 の妻 も以前 は そ うで し

た。

妻 が イ ンステ ィテ ユー トを受 け始 め る と同

時に， 夫 婦 の間 で聖典 や教 会 につ いての有 意

義 な話 し合 い も増 えて きた よ うです 。特 に意

義 ある経 験 を したのは ， セ ッシ ョンを終 えた

後 ，神 殿 の 中でふ た りで静 か に話 し合 ってい

た時 の こ とです。 妻は そ のエ ンダ ウメ ン トの

儀 式 で得 た こ とを語 り始 め ま した6.そ れ を聞

きなが ら， 私 は妻 の言 ってい るこ とは真実 で

あ る とい う確信 を，み た まの証 に よって得 る

こ とが で きま した。 あの時 の心 の一致 以上 に，

ふ た りに とって貴重 な ものは あ りませ ん 。

この よ うな妻の新 しい知 識 は クラスで得.ら

れ た もの では な い と思 い ます。 それ は，彼女

が 培 って きた 自信 と興 味 に よって， これ まで

「自分 に は で きない」 と考 えて いた ところ ま

で祈 り考 えて い くように なっ た結 果 だ と思 い

ます。 そ して この ように妻 の霊 的な 洞察が深

ま るにつ れ，私 に も重要 な永遠 の真理 に関す

る知 識 が 増 し加 え られ て き ました。

妻 を，夫 や子 供 た ちの ために家 事 に励 む女

性 と して だけ で な く， 彼女 しか で きない才能

や働 き を持 つ一 個 の人 間 と して認 める こ とに

よ って ，私 は， 夫 も妻 もそれ ぞれ ，進 歩 と完

成 を 目ざす こ とに精 を出す 必要が あ る とはっ

き り知 るよ うにな りま した。永遠 の結婚 とは，

実 際の とこ ろ完全 な進 歩 を 目ざ しふ た りで助

け合 って 成長 しよ うと， 誓約 す る こ とで はな

い で し ょ うか 。

トー マ ス ・W・ ラデ ー ン

イ ンス テ ィテ ユー ト ・デ ィ レ クター ， ウ ィス コ

ン シ ン ・ベ ロ イ ト ・ス テー キ部 高等 評 議 員
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質 疑 応 答

zs

七十人第一定員会会長

フ ラ ンク リン･D･リ チ ャー ズ

｢私は教会や他の責任で忙しくて
,

ほかのことをする時間があり ませ

ん。けれども,教 会で与えられる

責任を断わってはいけないと教え

られています。どうすればよいで

しようか。｣

本誌 の回答 は問題解決 の一助 として与 え

られた もので あ り,教 会 の教義 を公式 に

宣言す るもので はあ りません。

ニー フ ァイ の よ うに,善 い父母 の もとに生

まれ た私 は,両 親か ら大切 なふ たつ の こ とを

学 び ま した。 そのふ たつ とは,教 会 の指 導 老

に従 うこ とと,教 会 で奉 仕す る機 会 を決 して

拒 ん では な らない とい うこ とです 。.

この教 えは これ まで私 の 人生 に大 きな影 響

を与 えて き ま した。 け れ ど も,実 の ところ,

召 しを受 け 入れ,全 力 を尽 くして遂 行 す るこ

とが難 しか っ たこ ともあ ります 。 しか し,私

の 記憶す る限 り,一 度 も教会 で の奉 仕 を頼 ま

れ て断 わ った こ とはあ りませ ん。

確 か に,し なけれ ば な らない こ とが 多す ぎ

て,自 分 が望 む よ うに行 な えず に困 って いる

時 に,さ らに別 の責 任 に召 され るこ とが あ り

ます 。 リチ ャー ド･L･エ が ンズ長 老 は,あ

る説教 の 中で次 の ように述べ ています 。｢い つ

もわずか な時 間 しか 残 されて い ない。… … 時

に は忙 しす ぎて 満 た され な い気持 ち を感 じる

こ ともあ るが … …忙 しいあ ま りに なぜ そん な

に忙 しいのか を考 え よう としな い時 が あ る。

私 た ちは 多 くの重要 で ない事 柄 に時間 をか

け過 ぎては い ないだ ろ うか。 その よ うな不必

要 な事 柄 を避 け る こ とは で きな いだ ろ うか。

で き るだけ簡 易化 し,本 当に重 要 な事柄 を見

直す こ とは で きない だ ろ うか。 機械 的 にな ら

ず に,単 調 で無意 味 な行動 をや め て,も う少

し活 気 あ る生 活 はで きな いだ ろ うか 。｣

忙 し過 ぎるか ら と言 って,与 えられ た責 任

を断 わ る前に,エ バ ン ズ長 老 の助言 に従 っ て

み る こ とです 。つ ま り簡 易化 を計 り,本 当 に

重要 な事 柄 を見 直す こ･とです。 も う一 度 自分

の優 先順位 を検 討 してみ て,神 の王 国 を建 設

す るため に あな たの時 間 と才能 と財産 を惜 し

｢

己
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うな状 態 に は,当 然子供 た ち も気づ くはず で

す。 親が教 会 員 でな い家庭 で は,安 息 冒の戒

め を破 って 日曜 日に働 くこ と,什 分 の一 を納

め ない こ と,禁 じられ て い る飲 料 を飲 む こ と,

その ほか 福音 の原 則 に反す る行 為 を求 め るこ

とが あ ります 。 しか し,霊 の律 法 だけ でな く,

俗 世 の律 法か ら見て も,両 親 は子供 の保 護者

で あ り,子 供 を扶養 す る責 任 を負って い ます。

です か ら,真 っ 向か ら反抗 して も問題 の解決

に はな りませ ん。 私が 若 い人 々 に提 案 す る こ

とは,賢 明 な方法 を用 い て,教 会 の標 準に 従

って生活 す る許 可 を得 るこ とです 。 ク リスチ

ャン ら し く,穏 や か に話 し合 って 問題 を解 決

して下 さ い。戒 め を よ く守 って いれば,断 食

と祈 りに よって個 人 の啓示 を受 け,だ れ もが

納得 す る建 設的 な方 法で両 親 との問題 を解 決

で きるはず です 。 それ で も問 題や争 いが残 る

場合,私 な らば,そ の解決 方 法 につ いて監 督

に助 言 を求 め るで し ょう。

私 の知 ってい る あ る女性 は,教 会 に不活 発

な長 老 を夫 に持 って い ま した。彼 女 は夫が 什

分 の一 を納 め ない こ とを 口 うるさ く言 って い

ま した。｢あ な たが什 分 の一 を納 め なけれ ば,

この戒 めの もた らす祝 福 を私 や子 供 た ち も受

け られ な い こ とに な るのよ 。… …あ な たは祝

福 が欲 し くな いか もしれな い。 で も,私 は そ

の祝 福 を欲 しいの。｣彼女 は何 か と怒 るこ とが

多 くな り,こ の問題 が 原因 で結婚 生 活 も危 う

くな りま した。 そこで 監督 の とこ ろへ 行 き,

夫 に什 分 の一 を納め させ るの を手伝 って欲 し

い と言 い ま した。 監督 は次 の よ うに 答 え まし

た。｢あ なたの 御 主人 は根 が善 良 で義 しい方 で

す 。 た とえ今 は什分 の一 を納 め てい な くて も,

御 主 人 を支 持 して下 さい。 そ うすれ ば,'主 は

あな た を認 め て下 さるで し ょ う。神 の戒 め に

従 えば,･あ なた はいか な る祝福 を失 うこ と も

ない で し ょう。｣後 日ゲその 夫 は監督 が助 言 し

た事柄 を耳 に して心 を動か され,次 第 に教 会

の活動 に も集 うよ うにな りま した。 そ して夫

婦 の 関係 も改善 され たの です。

この よ うに,私 た ちは時 折 あ る戒 め を守 る

こ とを一 時延 ばす こ とに よ り,さ らに大切 な

戒め を守 る道 を切 り開 くこ とが あ ります。(こ

の質 問に あ る よ うな)微 妙 な立 場 に置か れ て,

取 るべ き行動や 方 法 を決め なければ な らな い

場合,次 の よ うに 自問す る とよ いで し ょう。

｢キ リス トな らば,こ の ような場合,ど うな

さるだ ろ うか｣と 。

p蓑

昌

ー

ー

心の糧
聖 餐

聖餐 に あず か るに先立 って,私 たちの心 は 清 くなけ れば な らな い。手

も同様 で あ る。私 た ちは 人に対す るあ らゆ る悪 意 を捨 て,同 胞 と和解 し

なけ れば な らな い。そ して,御 父の み こ ころ を行 な い,す べ ての戒 め を

守 る とい う望 み を心 に 抱か なけ れば な らな い。 その よ うにす るな らば,

聖 餐 に あずか るこ とは私 たち に とって祝福 とな り,霊 的成長 を促 す機 会

となる であ ろ う。

ジョージ･ア ルバー ト･ス ミス
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慧髪
丁難

灘_･

謹鍮堀

羅繊
難

姫 馨 譲､

灘 韓

。 瀦 男

ピ灘 繊 鑛 羅羅

し ろ じ ゆ うに ん だ い い ち てい い ん か い か い い ん

七十人第一定 員会会員

マ リオ ン･D･ハ ンク ス

鰯 丁･黙 綴舞 誕瀦儀講

ち い

小 さな
と も

お 友 だ ち へ

翻　 陥…一 訊._脚_

疑

翻

い

タ ヒチ とい うしまに行 った ときの こはなし

と を,お 話 し ま し ょ う 。 わ た し は,

フ ィー ジ ー や,サ モ ア や,ト ン ガ や,

きようかい

ハ ワイや,タ ヒチの教 会の しどうしゃ,

き

ユ タか ら来 た しどうしゃ とい っしょに
で

バ ス に の っ て,出 か け ま し た 。 す ご い

あめ ひ

雨の 日で した。バ スのてん じ ょうか ら
あめ はい

も,ま どか ら も雨 が 入 っ て き ま した 。

した き はい

また,ゆ か下か らは,は い気ガスが入
き ぷん

って きます 。み んな,気 分が わる くな

って きました。 おなかが いた くなった
ひと みず かわ

人 もい ました。水が あふれて川の よ う
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ひる

し ずかな昼のことです ら｢か じだ･か　え

じ だ｣と い う さ け び 声 が,ノ ー ブ

まち ねん がつ
一 の町 にひび きました。1846年2月9
か

日 の こ と で す 。

11さ い の オ ー レ リア･ス ペ ン サ ー は,

そ の と き ち ょ う ど し ん で ん の ち か く に

おとこ ひと

いて,男 の人たちが しんでんか ら,た
み きようかい

す け をよんでい るの を見 ま した。教会
かい い

の会 いんたちは,み んな,ユ タへ行 く

じゅんびをしてい ましたが,し んでん
き だ

がか じだ と聞 くと,し ご とをほ うり出

して,か けつけて きました。
おんな ひ と こ

そ して,女 の人 も子 どもも,バ ケツ
みず い お とこ ひ と

に水 をくみに行 きました。 男の人たち
みず

はか いだんに2れ つ にな らんで,水 の
はい ひ もと

入 っ た バ ゲ ツ を リレ ー し て 火 元 ま で は

こ び,か らに な っ た バ ケ ツ を,ま た リ

レ ー で か え し ま し た 。 オ ー レ リア も,

いつしょう みず

一 生 け'んめ い に
,水 を は こ び ま し た 。

け れ ど も,い ど は す ぐに か ら に な り,

うま かわ みず い

こん どぽ,馬 で川に水 を くみ に行 きま

した。
かわ

その とき,川 で,べ つの じけ んがお
かわ みず い ひと

こ りま した6川 に水 をくみ に行 った人

が おぼれたφです。 けれ ども,ど うに
ぶん こ

か,30分 後 に;し ん で ん の か じは,お

さ ま り ま し た 。

し ょ う ぼ う し だ っ た ホ セ ア･ス タ ウ
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きょうだい はな し

ト兄弟の話に よれば,し んでんのやね
し ほう

っらの3.5メ ー トル四方がや けたそ う

です。か じのげんいんは,や ね うらべ

や をとお ってい るス トー ブのえん とつ

のそばで,か わか そ うとしていた よ う

ふ くが もえだ した というこ とです。
ひ

火がかんぜ んに きえた とき,オ ー レ
おお

リ ア は,大 よ ろ こ び で,み ん な と い っ

し ょ に,｢ホ ザ ナ｣と さ け び ま し た 。

じゆう に かい

十二 しとひょうぎいん会のブ リガム･
ちょうろ う とお

ヤ ング長老は,ず っ と遠 くか らけむ り

ρ｢ .

.β

しんでんが
か じだ!曾 .

お は な し:血

ス ー ザ ン･A･マ ドセ ン
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ぱな し

たね まきのた とえ話

お は な し:ナ オ ミ･W･ラ ン ドー ル

ひ うみ

あ る 日,イ エ ス さ ま は,ガ リラ ヤ の 海 で,

ふね なか ひと ばなし

舟 の中か らき しにいる人び とに,た とえ話 を
はな

話 され ま した。

ど怒

＼､x､。 一

ひ

あ る 日,た ね ま き が,た ね を い っ ぱ い も っ
い

て,は た け に 行 き ま し た 。 そ し て,た ね を ま
の

き は じめ ま し た 。

みち で

あるたねは道ばたにおち,め が 出ない うちに,
とり き た

鳥が来て食べて しまい ました。

S'
､

.li彰 …･･

い し うえ

石 の上 にお ちたたね もあ りま した。そのた
で

ね は,め は出ま したが,ね をはるこ とがで き

ないので,す ぐにかれて しまいま した。

ま た,あ る た ね は,い ば ら の し げ っ
だ

た と こ ろ に お ち て,め を 出 し ま し た 。

ちい

けれ ど も,い ば らがのびて,小 さなめ
おお

は,大 き くなれ ませ んで した。

.･』 戸 艶･≧･
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薄

愛の報 い

レ ア ー ド ・ロ バ ー ツ

この話は家族の系図記録に記されていた

実話を小説風に編集 したものです。
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ク リスチ ャ ン ・モ ン ソンの手 に す る薄 暗 い

ランタ ンの 明 りが ， ノル ウ ェーの フ レ ドリッ

クスタ ッ ト刑 務所 の くす んだ石 壁 に 暗 い影 を

投 げ， 影は ゆ らゆ ら とゆ れて い た。 ク リスチ

ャンは刑務 所の事 務室 か ら地 下 の監房 に通 じ

る重 い樫 の扉 の前 で立 ち止 ま った。心 臓 が高

鳴 って いた。ふ た りの 囚人 を監房 か ら外 に 出

す 計画が ばれ れば， 自分 が この刑 務 所 に入 れ

られ る とい っこ とはわか って いた。

看守 の鍵 束 のひ んや りと した感触 に， もは

や あ とには引 け ない決心 の重 み を感 じた。 彼

は深 く息 を吸 い込 んで， 鍵 穴 に鍵 を差 し込 み，

ゆっ くりと回 した。か ち っ とい う金属 音が 辺

りに響 いた。 ク リスチ ャンは もう一 方 の手 で

扉 を引っ張 った。 監房 か ら流 れ出 る空 気 は，

男 たちの体臭 と地 下室 のか び臭 さが混 じり，

湿 っぼ く異様 で あ った。

彼 は所長 か ら夜 警 を まか され た監房 へ続 く

石段 をしの び足 で下 りて行 った。 石段 を下 り

きった とこ ろで， ラ ンタン を壁 の くぎに かけ

た。 明 りは闇の 中 に ク リス チ ャンの顔 を明 る

く照 らし出 した。青 い瞳 と真 直 ぐに伸 び た黄

褐色 の髪 を した，背 の高 い14歳 の ノル ウェー

少年 で ある。色 白でつや の あ る顔 には普段 な

ら茶 目気 た っぷ りに笑 いが絶 えな いはず だが ，

揺 れ るラン タンの 明 りに照 らし出 され た き ょ

うの顔 は少 しこわ ば り， 真剣 その もの だ った。

ク リスチ ャンは廊 下 を突 っ きっ て左奥 の独

房へ 行 くと，錠 前 に鍵 を差 し込 み扉 を開け た。

「長老 た ち/」 声 をひ そめて 叫 んだ
。明 り

が扉 の そば に立 って待 って い たふ た りの男 を

照 ら した。ふ た ワと も無精 ひ げに長 髪 で， し

か も油 と泥 に まみ れ て真黒 で あ る。青 白い顔

には赤 あ ざが で き， あば たに な って いた。 服

は汚れ ，湿気 の ため にぼ ろぼ ろで あ った。

ク リスチ ャンは刑務 所 で働 いて い る間 に，

ぼ ろぼろの 汚れ た服 を着 て，冷 やや か で うつ

ろな 目をした男 た ち を大勢 見 て きた 。 しか し

このふ た りは憎 悪 に満 ちたほ かの 者 とは違 っ

て いた。服装や 髪 や 肌は他 の 男 たち と何 ら変

わ らなか ったが， 目が どこ とな く違 って いた。

40

ふ た りの 目は温か く， 生 き生 き と燃 えて いた。

ハ ン ソ ン長老 はに っ こ りほほ え んで， ク リ

スチ ャンの肩 に手 を置 い た。

「天 のお 父様 は君の 勇気 をき っ と喜 ん でお

られ る と思 うよ， ク リスチ ャン。」

「さあ
，急 い だ方が い い。」もうひ とりの ネ

ル ソ ン長 老が 監房 か ら出なが ら言った。 「しか

し， まず祈 ろ う。」

数 分後 ， ク リスチ ャ ン とモル モンの長 老 た

ちは刑務 所 の外へ 出た。 背が高 く厚 い胸 を し

た.ハン ソン長 老 は立 ち止 まる と，両 腕 を伸 ば

して大 き く深呼 吸 を し， すが すが しい夜 の冷

気 を胸 い っぱ いに吸 い込 ん だ。

彼 らは歩 きなが ら小声 で話 した。 フ ィ ヨル

ド(北 欧 の海岸 に見 られ る細 長 く入 り組 ん だ



狭 湾)に 突 き出 た細 い道 に さ しか か った。

「モ ンソ ン兄 弟 ， ご両親 は どう され るつ も

りです か 。」 ネル ソ ン長 老 が尋 ね た。

「さあ
， ぼ くわか りませ ん 。母 に話 して み

たん ですが 聞 いて くれ ませ ん で した。 父は プ

ライ ドの高 い人で， ノル ウ ェー に誇 りを感 じ

て い ます。 ルー テ ル教会 の こ とも， 自分 の信

念 も変 える よ うな人 では あ りませ ん。母 は理

解 して くれ るか も しれ ませ ん が， 父は まず だ

め だ と思 い ます 。」

ク リス チ ャンは 立 ち止 ま ってネ ル ソ ン長 老

の方 を向 い た。吐 く息 が闇 に 白 く残 った。

「教 会 の真理 を受 け 入れ るこ とは苦 しい こ

とな んです ね， ネ ル ソ ン長 老 。」 こ う言 って，

ク リスチ ャ ンは歩 き始 め た。

ネ ル ソン長老 は うな ず き，寒 さ を防 ぐよ う

に コー トの衿 を立 て た。問 題 は よ くわ か って

いた。 彼 とハ ン ソ ン長 老が刑 務 所 に入 れ られ

たの も， 人々 の心 がか た くな なた めで あ った。

ク リス チ ャンが 沈黙 を・破 って言 った 。

「何 年 も前
， ぼ くが まだほ んの小 さな子供

の頃，祖 父 は， 人生 には 自分 の将来 や子 孫 の

将 来 まで変 える よ うな試練 の 時が あ るって教

えて くれ ま した。 そ して， そ の時 には， どん

なに難 しそ うに見 えて も， 自分 で正 しい と思

う方 向へ慎 重 に第一 歩 を踏 み 出 しな さい と言

われ ま した。ぼ く，その通 りだ と思 うんです 。」

彼 らは海 岸 に着 く と， 岸 沿 いに小 さな入 江

ま で歩 いた。海 岸 線は岩 が ごつ ごつ 出 て いて

磯 の匂 いが して いた。

海 に入 って み る と， 海水 は夜 の空 気 よ りも

温 か く感 じ.られた 。波 が岸辺 の岩 に打 ちつ け，

静 か で リズ ミカル に音 楽 を奏 でて いた 。

ク リスチ ャンは この2カ 月 間， 自分 の教会

の教 理 を調べ ， 聖書 や ふた りの長 老 の教 え と

比 べ て勉強 してみ た。 そ して祈 り求 め て いた

答 えを得 た時 に，心 の奥 底 に温 か い もの を感

じたの で あ った。平安 な気持 ちに心 が 洗わ れ

る思 いが して， 決 断の重 さに， そ れ まで感 じ

て い た苦 痛 もいつ の間 にか和 らい でい た。

月明 か りの 中で， ハ ンソ ン長 老が 片手 を直

角 に上 げた 。 ク リス チ ャンの脳裏 には， ヨル

ダ ン川 に立つ バ プテ スマ の ヨハ ネ とキ リス ト

の姿 が見 え， 人 は葬 られ て も再 び キ リス トに

よ りよみ が え る とい うパ ウ ロの言葉 が聞 こ え

て きた。 そ れか らハ ン ソン長老 の述べ るバ プ

テ スマ の祈 りが耳 に入 って きて，祈 りの 力 を

感 じた。 と思 う と同時 に，体 は水 中に沈 め ら

れ た。

水平 線 のか な たか ら，金 色 の光 が射 し始 め

る頃 に は，ふ た りの長 老 はす でに監房 に戻 り，

ク リス チ ャンは正 面の事 務 室 の机 に座 って昼

間勤務 の看 守 との交代 を待 ってい た。朝 の静

け さの 中で， ク リスチ ャンは これか ら自分 は

どうい う方 向に進 む のだ ろ うか， 両親 に どの

ように話 した らよ いだ ろ うか と考 えてい た。

それか ら1週 間が過 ぎたが，秘 密 は漏 れな

か った。 そ の後 もク リスチ ャンはルー テ ル教

会 に通 い， いつ も最後 列の 腰掛 け に同年代 の

少年 た ち と一 緒 に座 って いた。堅 信礼 の 日，

両 親 は礼拝 堂 の 中ほ ど，前 列 の， 堅信 礼 を受

け る子 の両 親 の ため に設け られた席 に座 って

い た。 ルー テル教 会 では14歳 にな る と一 人前

の信徒 にな る こ とが で き， 堅信礼 の 日に は人

人の 面前 で牧 師か らル ー テル教会 の教 理 につ

いて質 問 され るこ とにな って いる。

ク リスチ ャ ンは， 自分の 信 念 を偽 る こ とは

で きな い， 真 実 を語 らなけ れ ばな らな い と考

え てい た。

つ い に彼の 番が 来 た。 ク リスチ ャンは椅 子

か ら立 ち上 が る と，牧 師の 前へ 歩み 出た 。父

は誇 ら しげ にほ ほ えんで い る。 ク リスチ ャ ン

は足 がす くむ の を感 じ，心 が動揺 して きた。

教 会 は い っぱい で，み ん なの 目が彼 に注 がれ

て いた。

高 らか に うた いあ げ る， 牧師 の声 が礼拝 堂

に響 き渡 っ た。

「あ なた は神 を信 じます か
。」

「は い
。」ク リスチ ャ ンは弱 し く答 えた。彼

は小声 で祈 りをつ ぶや い てい た。.
「神 は ど うい う御方 です か

。」

広 い礼拝 堂 が し一 ん と静 ま り返 った。 ク リ
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スチャ ンは，世 界 中の 人々が 耳 をそば だ てて

彼 に注 目 して いる よ うに感 じた 。 その時 ，体

の 中に力 が湧 いて きた。.そこ で， ク リスチ ャ

ンは力強 く， は っき り.した声 で答 えた 。

「神 は体 や手 足や 感情 の な い御 方 では あ り

ませ ん。至 高 の王座 に じっ と座 してお られ る

御 方 で もあ りませ ん。神 は優 し く， 善 な る御

方 であ り， 祈 りを聞 き， 祈 りに答 え て下 さ る

天 の御父 です 。人 間 は神 の か たち にか た どっ

て造 られ ました。」

ここで牧 師 は初め て顔 を上 げ，驚 いた よ う

に 目を大 き く見開 い て質 問 を続 け た。 ク リス

チ ャ ンは振 り向 いて 父 を見 た 。父 は石 の よ う

に 固い顔 をして じっ と彼 を見 てい た。

牧 師 は質問 を続 け， ク リス チ ャン は 自分 の

信 念に従 って答 えた 。

牧 師 は教 理 問答 を終 え る と， ク リスチ ャ ン

の顔 を じっ と見つ め て，軽 蔑 した よ うに 「モ

ルモ ンの よ うな返 答 だね」 と言 った 。

「もしそ うだ とした ら
，うれ しい です。」ク

リスチ ャ ンは答 えた 。

父親 のハ ンス ・モ ン ソンは立 ち上 が る と，

怒 りの 眼 で ク リスチ ャ ン をに らみ つ け，樫 の

ステ ッキ で床 を どん と突 いた 。 そ して きびす

を返 し， ステ ッキの音 を響 かせ なが ら建 物 の

外へ 出て行 っ た。

その夜 ， ク リスチ ャ ンは数 日前 か ら予期 し

て いた通 り， 父親 に 殴 られた 。 その後数 日間

は母の お陰 でな ん とか父 と顔 を合 わせ ず にす

んだ。 しか しある晩， ク リス チ ャ ンがた きぎ

を家 に運 び込 ん で暖 炉の そば に積 み上 げ て い

る と， 父が部 屋 に入 って きた 。

身 のす くむ よ うな沈黙 の一 瞬 であ った 。次

の瞬 間，木 こ りで鍛 えた 堂々 た る体 のハ ンス

・モン ソンが， さ っ とステ ッキ を振 り上 げ，

息子 を打 って きた。 ク リスチ ャンは何 度 か振

り下 ろ され る ステ ッキ を避 け たが ， それ で も

避 け きれず に打 た れた箇 所 はみみ ず ばれ に な

った。

ハ ンス ・モ ン ソンは息 を切 ら して その 手 を

止め たが， 筋 肉は ひ きつ り， 金髪 は す っか り

42

《
//

、
汗 に濡 れて い た。 ク リス チ ャンは今 に も気絶

しそ うな青 ざめ た顔 で その場 に立 って い た。

「父 さ ん， 父 さん に従 わな いの は悪 い と思

い ます 。 ごめ ん な さい。 で も， ぼ くは 自分 の

した こ とを間違 っ てい る とは思 い ませ ん。正

しか った と思 って います 。福音 の ため に，真

理 のた め に殴 られ るの な らちっ と も怖 くあ り

ませ ん 。」

ハ ンスは， はあはあ言 いなが ら暖炉 のわ きか

ら大 きな た きぎ をつ かん で投 げつ け た。 そ し

て そ こに あっ たた き ぎをみん な投 げ終 え る と，

戸 を開 け て， ク リスチ ャ ンに 出て行 け と言 っ

た 。

「モ ル モン の悪 党 な どの い る部屋 は な い。」

ハ ンスは 出て行 くク リスチ ャ ンを どな りつ け，



戸 をぴ し ゃ りと閉め た。.これ が， ク リス チ ャ

ンが 見 た最後 の 父の 姿 であ った 。

夜 の外 気 は身 を切 る寒 さであ った 。 ク リス

チ ャ ンは痛 み と混乱 の ため 力が な くな り，虚

脱感 に襲 われ た。 それ で も， 父 を愛 し， 尊敬

して いる こ とに変 わ りは なか った。 そ して納

屋 に転 が り込む と， 麦 わ らの 山に倒 れ た。

そ の夜 遅 く， ク リスチ ャン はふ と柔 らか い

手 が肩 に触 れ るの を感 じた。母 が そば に立 っ

てい た。

「なぜ なの
。 なぜ あん な こ とを したの。 ク

リス チ ャン。」母 の声 は涙 にふ る えて い た。

「ぼ く， 勉 強 し ま した。 そ して祈 って， そ

れが真 実 だ って わか った んです 。」クリスチャ

ンは 答 えなが ら， 自分 の 言葉 に力 を感 じた。

「母 さん に何 度 も話 そ う としたけ ど，母 さん

は聞 いて くれ なか った。真 実 だ とわか ってい

るの に， それ を否 定す るこ とな んて で き ませ

ん。 そ うす れば， キ リス トを否定 す る こ とと

同 じで しょ う。 どん な に傷 つ け られ て も， キ

リス トを拒 む こ とな ど， ぼ くに は とて もで き

な いん です 。」

寒 々 と したか び臭 い暗 い納 屋 の 中で， ふ た

りは東 の空 が 白む まで語 り合 った。 ク リスチ

ャ ンは母 とのか つ てな く強 い絆 を感 じた。 こ

の こ とは彼 の生 涯 で忘 れ るこ との で きない思

い出 とな り， いつ まで も彼 の心 を温 め， 力 を

与 え て くれ るので あ る。薄 暗 い光 の中 で，母

の ほ おに は涙が 光 って い た。母 は この世 では

2度 と生 きて会 うこ とは ある まい と思 い， ク

リス チ ャン を固 く抱 き しめ た。

そ れか ら，す っ と立 ち上 が り，家 に入 って

行 った。 ク リスチ ャ ンは母 が置 い て いっ た弁

当包 み を持 ち， ドラメ ン市 に 向か っ て歩 き出

した 。長 老 たちが， その町 に はほ か のモ ルモ

ン教徒 が い る と話 してい たか らで あ る。路 上

に紛 雪が ちら ちら舞 い下 りて いた 。

数週 間 歩 き続け ， お金 も使 い果 た し， 食べ

物 を乞 わねば な らな くな った 。夜 は森 の倒 木

にも たれ ， コー トの衿 を立て 身 を縮 めて 眠 っ

た。 生 まれ て初 め て知 る孤 独 と寒 さで あ った。

寂 しさは空 腹 よ りも心 を刺 した。

よ うや く ドラ メン市 にた ど り着 い たが職 も

な く， モ ルモ ン教徒 を尋 ね て もだれ も知 らず ，

ま してや彼 ら を捜 して くれ る人 もい なか った。

数 日間は職 とモル モ ンの手掛 か りを求 めて家

家 の戸 を叩い て歩 いた 。 しか し次第 に失望 の

陰 が広 が って きた。

あ る夕 方， 吹 きつけ る雪 嵐に仮 の宿 を捜 し

て いた ク リスチ ャ ンは， ドラ メ ン市 のはず れ

の森 に小 さな小屋 を見 つけ た。 そ こで意 を決

して ， その家 の戸 を叩い てみ た。す ると婦 人

が 出て来 たの で，職 を捜 して い るこ とを告 げ

た。 彼女 は に っこ り笑 って，今 夫 は不 在 なの

で， また後 で来 てほ しい と答 え， ク リス チ ャ

ンにパ ン とチー ズ を出 して くれた。 ク リスチ

ャンは それ を食べ て か ら婦 人 に礼 を言 い， 森

に帰 って行 っ た。 たそが れの 闇の 中で， ク リ

ス チ ャン は雪 をかぶ った しば の木 の空洞 を見

つ け， そ こに も ぐり込 んだ。 鼻 と指 先 は寒 さ

で か じかみ ，心 は絶望 に沈ん だ。

ク リス チ ャンは先程 女性 に会 った こ とで母

をなつ か し く思い 出 し， 家 に帰 りた い と思 っ

た 。意 識が お ぼ ろげに な り， 眠気 が襲 って き

た。 しか し， この まま眠れ ば凍 えて しまう。

一 目舜絶望 に身 をまかせ て心地 良 い暖か な眠 り

につ こ う とした時 彼 は祖 父 の言葉 を思 い 出 し

た。

「人生 には 自分 の将 来や子 孫 の将 来 まで変

え る よ うな試 練の 時が あ る。 その時 には， ど

ん なに難 しそ うに見 えて も， 自分 で正 しい と

思 う方向 へ慎 重 に第一 歩 を踏 み出 しな さい。

神 は必ず 共 に いて下 さ るであ ろ う。」

ク リスチ ャ ンは穴 か らはい 出 した。雪 が ど

ん どん降 って いた。

「そ うだ
。」 ク リスチ ャ ンは大声 で叫 んだ 。

「神 様 がぼ くのお父 さ んな ら， 助 けて下 さる。

きっ と助 けて下 さる。」

ク リス チ ャンは雪 の上 に ひ ざまず いて祈 り

始 め た。

そ こか ら少 し離 れた 暗が りで，先 程か らこ

の様 子 を じっ と見 てい たひ とつの影 が あ った。
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ク リスチ ャンが祈 り終 わる と， 人影 は近づ い

て きた。

モエ ン ・ホ ッ トベ ー トー ベ ン とい う名 の そ

の人は， じっ と少年 を見つ め た。

「私 はホ ッ トベ ー トーベ ン兄 弟 です
。私 も

モルモ ン教 徒 です 。」彼 は そ う書 って，先程 パ

ン とチー ズ をご ちそ うに な ったあ の家ヘ ク リ

スチ ャン を案 内 した。 家の 中 は暖 かか った。

ホ ッ トベー トーベ ン夫妻 に は子供 が な く， ク

リスチ ャンは わが子 の ような歓迎 を受 け た。

ホッ トベー トーベ ン兄弟 は大 工 と家具 職 人 を

して いて， ク リスチ ャンに家 業 を教 えた。

ク リスチ ャンは19歳 の年 に， シ オ ンであ る

ア メ リカへ行 こ うと決 心 した。 ホ ッ トベ ー ト

ーベ ン家具 店 で働 いた数年 間 で旅 費 も十 分 に

た まって いた。1887年 の春 ， 背が 高 く，端 正

な顔立 ち を した ク リスチ ャ ン ・モ ンソ ンは，

数 年前 に死か ら救 って くれ た育 ての親 に別 れ

を告 げた。

「どんな に感謝 した らい いか… …」 ク リス

チャ ンはふ た りか ら贈 られ た真 新 しい衣服 や

その他 の物 が 詰 まっ た大 きなか ば ん を提 げ，
さんばし

オス ロの桟橋 に立 った。
「愛 はね

， それ だけ で十分 なの よ， ク リス

チ ャ ン。」 ホ ッ トベ ー トーベ ン姉 妹 は 言 った。

涙が 笑顔 をつ たい， 地 に落 ち た。 ク リスチ ャ

ンは 自分の 涙 を隠す よ うに背 を向 けて， 船 の

タラ ップへ 向か っ た。

「お手紙
， ち ょ うだ いね。」 ホ ッ トベー トー

ベ ン姉妹 の 声が 聞 こえ た。 ク リスチ ャ ンは振

り返 って も う一度 ふ た りを見 た。 彼女 は 夫 に

寄 り添 って いた。 グ リス チ ャ ンは う しろ髪 を

引かれ る思 いで あ った。実 の 親同 然 に彼 らを

愛 して いたが ， 自分 の取 る道 は間違 って い な

いこ とを知 り， それ を選 んだ ので あ る。

それか ら数 十年 の後 ，長 身 で金髪 の オ ッ ト

ー ・モ ン ソンは ノル ウェー の オス ロ市 の町 は

ず れに ある一 軒の大 きな邸宅 へ の 道 を急 いで

い た。 うららか な戸 外 で遊 ぶ には もって こい

の気持 ちの よい 日であ る。

邸宅 まで，歩 い て30分 とみ て歩 き始め たが，
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か な り時 間が かか りそ うであ る。遅 れ た くな

い と思 ったオ ッ トー は ，大通 りか らはず れ，

町 で も特 に貧 しい裏 町 の狭 い迷路 の よ うな通

りを通 っ た。大 邸宅 か らち ょっ と離 れ た所 に ，

粗末 な家々 が集 まって いた 。

宣 教 師 は ノル ウェー語 を話 す とい うのが 規

則 なの で， オ ッ トー は一年 余 り英 語 を耳 に し

た こ とが なか った。 彼が1軒 の小 さな家の近

くを通 りか か った時， 英語 で命 令 す る声が 聞

こえた。

「あ の家 に入 りな さ い
。」

オ ッ トー はい さ さか 青 ざめ て立 ち止 ま った。

辺 りを見 回 して も， 人影 はな い。通 りにだ れ

もい なか っ た。 なぜ ，あ そ こに行 け とい うの

か?彼 は考 えた。今 に も朽 ちそ うなあ の小 屋

に人が いるの だ ろ うか 。彼 は き ょろ き ょろ辺

りを見 回 して， また歩 きだ した。す る と， 小

さい なが ら力 強 い声が また 聞 こえ た。

「あの家 に 入 りな さい
。」

ほか に だれ とも約 束 は してい な いはず なの

に， とオ ッ トー は考 え た。 しか も， オス ロ市

一 の金持 ちで
，教 養 も地位 も力 もあ る人 との

約 束以上 に どん な大切 な こ とが あ る とい うの

だ う つ。

ち ょ うど2日 前 に， その金持 ちの紳士 が ノ

ル ウェー伝 道 部 の ク リス トファー ソン伝 道部

長 に， 末 日聖徒 の教義 を教 えてほ しい と言 っ

て きた。 そ こで， 伝道 部の 書記 を して いた オ

ッ トー に その責 任 が与 えられ たの であ った 。

それ を， ど うしてや め られ る とい うの だ ろ う。

遅刻 な どで きなか った 。

「あの家 に行 きな さい
。」 声が 繰 り返 した。

オ ッ トー は邸 宅 の門 が見 え る所 で立 ち止 ま ，

って， 引 き返 した 。 自分 は どうか して いる と

思 っ た。 き っ と無 人の家 に違 いな い。

彼は 掘立 て小屋 の戸 を叩 いた。

建 物 の中か ら， 足 を引 きず る音 と床 板 の き

しむ音が 聞 こ えた。 肌 にぞ くっ と寒気 が 走 っ

た。 戸 は皮 の ち ょ うつ が いか ら内側 に 開 いて，

青 白い顔 の老 女 が現 われ た。 目に 見 る通 りの

年 老 い た姿 で あっ た。 老 い と病 人 の臭 い を漂



わせ た その 外見 は，死 期 の遠 くない こ と を告

げて い た。老 女 はオ ッ トー を見上 げ る と， や

や 苦 しげに 笑いか け た。 オ ッ トー は 彼女 に恐

ろ しい まで の孤独 を感 じ取 った 。 そ して， そ

の心 の痛 み に耐 え られず ，老 女 の暖 か い栗色

の瞳 か ら一刻 も早 く逃 れた い と思 った 。

「なにか?」 老女 は 言 った。 声 は弱 々 しか

ったが ，明 るい響 きが あ った。

オ ッ トー は何 と答 えれば よいか わか らなか

った。

「私 はア メ リカか ら来 ま した。」その 言葉 し

か なか っ た。

「ああ， 私， ア メ リカ に行 っ た男の 子 を知

って ます よ。」

「名 前 は何 とお っ しゃい ま したか?」 オ ッ

トー は，別 の大 切 な約 束が ある とい うの に一

体 何 をして いる のだ と思 い なが ら も， 丁寧 に

そ う尋 ね た。 彼 は，家 を間違 っ て しま った と

言 い訳 した い気持 ちにか られ た。

「名前 は ね」老 女 は温 か い昔 をなつ か しむ

よ うな まな ざ しで言 った 。 「ク リスチャン。ク

リスチ ャ ン ・モ ンソ ン。 で も，ず っ と昔 の話 。

も う50年 に な る。」

オ ッ トー は その名 を聞 い た時， 心 の底 か ら

燃 え あが る感激 が体 中 にみ な ぎ り， あふ れ る

の を感 じた。彼 は息 もつ か ずに 老女 の名 を尋

ね た。 こん な こ とが 本 当に あ るだ ろ うか 。

彼 女 は言 った。 「私 は ホッ トベー トーベ ンで

す 。」

オ ッ トー は言 い知 れぬ 喜 び を感 じた。 ほ お

に 温か い涙 が流 れ た。

「オ ッ トー ・モ ン ソン です。 ク リス チ ャン

・モ ン ソンは私 の 父 です 。 あ なた を よ く存 じ

あげ てい ます。 ア ン ・ホ プ トベ ー トーベ ン，

よ く存 じてい ます 。」

通 りは静 ま りか え って いた。 オ ッ トー には

時間が 止 ま った よ うに思 われ た。 そ して次 の

瞬 間，』オ ッ トー は老女 のや せ こけ た腕 が 自分

を抱 くの を感 じ，小 さ くす す りな く声 を聞 き，

深 い孤 独 が彼女 を離 れ去 るの を感 じた。

聞 く ところに よれ ば， ク リスチ ャンが ア メ

リカへ 旅立 ってか らしば ら くして，夫 婦は ド

ラ メン市 か らオ ス ロ市へ 引 っ越 した とい う。

ク リスチ ャンが ア メ リカか ら出 した手 紙 は届

か ず， 引 っ越 しの後5年 ほ どしてモ エ ン ・ホ

ッ トベ ー トーベ ン兄弟 が病 で亡 くな った 。以

来ア ンは独 り身 とな り， この数年 間 は病 のた

めに働 くこ とさえで きず， ひ とり寂 し く暮 ら

して い たのだ った。助 け て くれ る人はな く，

孤 独 な死 を恐 れ て助 け を祈 って いた とい う。

オ ッ トー は老 女 を しば しば見 舞 い，看病 の

手配 を し，心 地 よい家 に住 ませ ， 食事や 薬 を

与 え た。 それか ら数 カ 月後， 彼女 は亡 くな っ

た 。周 囲の 人 々に温 か く見守 られ， 愛 され て

この世 を去 っ たの であ った。
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マ ー カ.レ ッ ト ・ク ブ ラ ー

作 リ話が本 当に

私 は ドイツの 西ベ ル リンで1年 剛 動きなが
ら勉強 して い ま したが， ち ょう どク リス

マ ス休 暇 で帰省 した時 の こ とです 。 高校 時代

の 旧友 が， もし・一緒 に教 会 に行 くな ら帰 る時

に空港 まで送 って くれ る と言 うので， 彼につ

いて教 会 に行 き ました。 出席 してみ て，集 会

の 自由な雰 囲気 に ま った く驚 い て し まい ま し

た。 ろ うそ くや 式服や 聖 歌 はそ こに な く， 昔

の町 の寄合 い とい った感 じです 。そ ん な雰 囲

気に， 私 は非常 に.興味 をひか れ たの で した。

空港 に 向か う途 中， オー一クラン ドを通 っ た

時・に， 私 た ちは丘 の上 にあ る神 殿に立 ち寄 り

ま した。風 と雨 の ひ どい 〕で したが， 神殿 は

とて も明 る く輝 い てい ま した。訪 問.者セ ン タ

ー で は
， ガ イ ドが案 内 して ドさい ま した。

再 び西ベ ル リンに帰 った私 は， ・.番近 くの

支 部 に行 ってみ ま した 。そ して， 早速 ふ た り

の若 い宣教 師か らレ ッス ンを受 け るこ とに な

りま した。 とこ ろが ， その レッ スンはす でに

神 を信 じてい る 人々の ため に準備 された もの

で した。 その頃 の私 は， 卑書 は作 リ話 で， キ

リス ト教徒 と称 す る 人々は.歴史的に 見て も争
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いばか りを引 き起 こ して きた人々 だ とい うの

を持論 に してい ま した。私 は何 度 か集 会 に出

て心 に温か い もの を感 じま したが ， 当時 の友

達 は 人間 の力 しか信 じな い無神 論 者の 学生 だ

けで した。彼 らは ， イエ ス ・キ リス トの実 在

を信 じよ う とす る私 を陰 で笑 って い ま した。

友 達 の方 に心 が傾 い てい た私 は，霊 的 な もの

に 中途 半端 な気持 ち しか持 て ませ ん で した。

その ため 間 もな くあれ これ と思 い悩 む こ とに

疲 れ て，政 治 活動 に加 わ った り， ビー ル を飲

んで， 友達 とどんち ゃん騒 ぎを した りす る よ

うに な りました。

その後 ， 冒険心 も手 伝 って，私 は友 達 とふ

た りで イス ラエ ルに行 き，キブツ(集 団農 場)

で働 くこ とに し ました。私 たちは イス ラエル

に住 む こ と を許 され， 熱心 に働 きま した。 こ

の よ うに して何 カ月か 過 ぎま したが， 私 は宣

教 師 か ら聞 いた教 えを忘れ るこ とが で きず，

今 の 自分 の生 活 は果 た して よい ものだ ろ うか

としば しば考 えま した。 また， 異 国情 緒豊 か

な イス ラエ ルの 国に いた こ ともあ って，時 間

を見つ け て はイ ス ラエ ルの 歴史 を研究 しま し

た。 オ リブ 山の頂 か らエル サ レム を臨 ん だ時，

私 は感 動 し，胸 が 熱 くな るの を感 じま した。

そ して ど うい うわけか聖 書 の物語 が生 き生 き

とよみが え って きて， まさに現実 の 出来事 の

よ うに思 え たの です。 こん な こ とは今 まで一

度 もなか っ たこ とです 。 シナ イ半 島 の砂 漠 の

荒 涼 とした静 け さ， ご くまれに鳥 の はば た.く

音 しか 聞 こ えな い静 か な砂 漠 の 中で，私 は信

仰 の 第一 歩 を踏 み 出 したの で した。

秋 の訪 れ と共 に， 私 の心 の中 に， この教会

の教 えは真 実 で あ り，教 会 の活動 は神 か らの

霊 感 に よる もので あ る との確 信が 強 くな って

き ま した。 そ して いつ の間 にか 自分 は教 会 の

理 想や 指導 者， 知 恵の 言葉 を擁護 す る ように

なっ てい たの で した。

ク リスマ ス の季節 に合 衆 国に戻 って きた私

は， 教会 の こ とをま じめ に勉 強 した い と思 い

ま した。 そ して，友達 や 家族 に モルモ ン教徒

と して対 面 す る 自分 の姿 を心 に思 い浮か べ ま

した。 ふ た りの姉 妹宣 教 師か らレ ッス ン を も

う一 度受 け た時 ，今度 は実 に よ く理解 で きま

した。 旧友 も私 を喜 ん で助 け ，疑 問に答 えて

くれ ま した。 そ して私 が真 理 を知 る こ とが で

きる よ うに励 ま して くれ たの です 。そ れか ら

1カ 月後 に， 私 は その友達 の 手に よ ってバ プ

テ スマ を受 け ま した。家族 や 友達 と会 うの は

思 って いたほ ど難 し くは あ りませ んで した。

その時 も今 もそ うです が， 自分 は正 しいこ と

を してい る とい う.揺ら ぐこ とのな い確 信 が大

きな勇 気 とな って私 を支 えて くれ たか らです。
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E・'D・ テ ル フ ォ ー ト{

反逆の王子と りべ力

ぽ ・くは どっ して も集 中 で きなか っ た。市 立
図書館 は蜂 の巣 をつ つ い た よ うな騒 ぎで

あ る。 い らい らしたぼ くは， 自分が なぜ 心 を

集 中で き る静か な大 学 図書館 では な く， この

市 立図書館 を選 ん だか を一 瞬忘 れか け て いた。

す るとそ こに理 由 の主 が近づ いて きた。

彼女 は今 図書 館 の司書 補 と して働 いてお り，

まさに一 番の 美人 とい う とこ ろで あ る。名 札

か ら彼女 の姓 がバー トン とい うこ とだ け は分

か って いた。 その彼 女 の名 前 を知 りたいば か

りに，図 書館 通 い を始 め て き ょうで3日 目で

あ る。それ なのに 彼女 は， 「こんば んは 」どこ

ろか， 「シー ッ，こ こは図書館 です よ」の一 声

す らかけ て くれ なか った。

それ で もぼ くは， 今 晩 こそ は と望 み をつ な

いで， また 出かけ て きた ので あ る。 しか し，

心 こ こにあ らず の状態 で は，本 は開 い て も，

勉 強 な どで き るはずが なか った。ぼ くは ， ア

メ リカ史 の本 をわ きに置 き，腕 を組 ん で，忙

し く働 くバー トン嬢 を じっ と見 詰め て いた 。

彼女 は時 々ぼ くの方 を ち らっ と盗み 見 た。 そ

の時 に， ぼ くは に こっ と大 き くほ ほ えん で ウ

イ ン クを した。す る と，彼 女 は さっ と下 を向

いて 赤 くな った ほほ を隠 した。 少 な くとも私

の存 在 には気 づ いて くれ たの であ る。

ぼ くは彼女 の優雅 な美 しさに も参 ってい た

が，何 よ りも控 え 目な服装 が好 きだ った。 ぼ

くの 女 友 達 と.いえば ， よ れ よれの ジー パ ン

に でれ っ と した ブ ラウス とい うのが 通 り相場

だ った。 けれ ど も，バ ー トン嬢 は ち ゃん と し

た洋 服 を着 てい る。 スカー トの丈 はひ ざ まで

あ り，厚 化粧 もな く， 実際 そば に寄 って 見 な

・
鰹 翻

難繊 麟

繹

纏 　 毒

禰 奪

48

難
醗灘

講 灘
灘 筆

蒙
繊羅
徽

震

舞
蓑

囎

灘1
藩.

蒙

　

蕪
難，

難麟 、

繊警

羅 嶺
家

魑

灘、 麟 、 購 鼎



け れば 化粧 して い るの が わか らない程 で あ っ

た 。長 い髪 が頭 か らべ 一 ルの よ うに美 し く肩

に伸 び て い る。服装 ， し ぐさ， 外 見， どれ を

とって み て もま さに淑 女 であ った 。

ぼ くが そ うい う彼 女 に これ ほ ど心 を引か れ

る とは， 何 と も奇妙 な話 であ る。 ぼ くは彼 女

とは まった く正 反対 で あ ったか らであ る。 ぼ

くは髪 の毛 もひげ も肩 に届 くほ ど伸 び， 色 あ

せ た ジー パ ンに， 刺 しゅ う を施 したデ ニム の

チ ョッキ， お まけ にす りへ っ たサ ンダ ル とい

っさなが ら反逆 の王子 であ る。か たや 彼 女 は
こん げ

徳 と従 順 の権 化 の よ うな淑女 であ る。

ぼ くにはぼ くの生 き方 が あ り， 彼女 には彼

女 の生 き方が あ る。 その違 いが打 ち破 るこ と

の で きない大 きな壁 となって ，ふ た りの 間 に

立 ちはだ か って いた 。 その壁 を突 き破 るには ，

ぼ くが 髪 の毛 を切 って社会 に順 応 す る しか な

い。 とん で もな い .ノ背 広 を着 て ネ クタ イを結

ぶ な ど， た とえ彼女 の ため とは いえ， で きな

い相 談 だ ./

握 った鉛 筆が 手 の 中で ポキ ッと折 れた。 な

ぜ ぼ くは あの おす ましの 司書 なんか に， こ う

ものぼせ たの だ ろ う。 あ の瞳， あ の笑顔 ， 彼

女 の存 在 その もの の中 の何 かが 強烈 に私 の心

を引 き付 け る。 そ して 自分 の意志 な どま った

くおか まいな しに， 彼女 へ の思 い は 日ご とに

つ の っ て ゆ く。 な のに， まだ彼女 の 名前 さえ

知 らな い。

ぼ くは，彼 女 の方 でぼ くの生 き方 に 同調 し

て くれ ないか と考 えてみ た。 近 くの棚 に 本 を

返 しに来 た時 に， ち ぢれ髪 の 彼女 を想像 して

み た が， ど うもぴ った りこない。 モ ナ リザ で

も，バ ー トン嬢 よ りは様 にな る とい う感 じだ 。

彼女 は 本 を入れ 終 わ り， 机 の方 へ戻 ろ う と

して後 ろ を振 り返 っ た。 その瞬 間 目 と目が合

い， 彼 女 の唇 にか すか な笑 み が こぼ れた 。わ

き を通 り過 ぎる彼女 のため に， ぼ くは急 いで

椅子 を後 ろに 引 き，193セ ンチの 体 を真 っ直

ぐに伸 ば して， 気 をつ け の姿 勢 で敬 礼 の真似

を した。 そ して， 「は じめ まして， お嬢 さん」

とさ さや いた。 いや ， さ さや いたつ も りであ

っ た。 けれ ど もぼ くの声 は 図書 館 中 に響 いて，

バー トン嬢 は顔 を真 っ赤 に した。 さ ざめ くよ

うな笑 い声 が館 内 に広 が り， ぼ くは まった く

ばつ が悪 か った。

バ ー トン嬢が 机 に戻 って， ほお の色 もお さ

まった 頃，13歳 くらい の， そばかす だ らけの

少女 が 彼女 の ところへ や っ て来た 。バー トン

嬢 が 少女 の 目を じっ との ぞ き込 ん で， ほっ そ

りした手 を少 女 のぽ ち ゃっ とした手 に重 ねた

の で， 少 女が 「本 は どこにあ ります か」 とい

っ たいつ もの質 問 を したので はな いこ とは分

か った。 ふ た りの会話 か ら 「反抗 」 とい う言

葉 が私 の 耳 に飛 び込 んで きた。

ぼ くは静 か に， 彼女 の机 に近 い席 に場 所 を

移 した。バ ー トン嬢が何 と言 うのか興 味が あ

ったか らで ある。 ぼ くは雑誌 を開 いて読 ん で

い る振 りを しなが ら，思 い切 り椅 子 を後 ろに

傾 けて ， ひ と言 も聞 き漏 らす まい と耳 をそば

だ て た。

少女 が言 った。「反 抗の仕 方について書 いて

あ る本 が欲 しいの 。」

私 は 少 しおか し くな ったが ，バ ー トン嬢 は

真剣 その もの だ った。

「そ れで
， あな た も反 抗 しなけ ればみ ん な

の仲 間 にな れ ない って考 えて い るのね?そ う

で しょ う。」

「そ うな の!だ れ もか もみ んな反 抗 して る

わ。姉 さん だ って そ うなの。今 晩 も学長 が構

内 でマ リフ ァナ を吸 うの を禁止 してい るか ら

って 大学 のデ モに出掛 けたの。兄 さん も， 父

さんや 母 さんか ら髪 の毛 を切 りな さい って，

うるさ く言 われ てい るけ ど，か か とまで伸 び

た としたって切 りそう もな いわ 。」 少女 が私 の

方 を見 て い る よ うな気 が した。

話 は続 いた 。「父 さんは ス トライキ中，母 さ

ん は ウー マ ン リブの仕事 で出歩 いて ばっか り。

それだ って反抗 で しょ う?」

バー トン嬢 は じっ と考 え込 ん でい る様 子 で

あ っ た。 それか ら しば ら くして 口 を開 く とこ

つ言 った 。

「人 が反抗 す る時はね
，利 己的 だか らなの 。

自分 のや り方 でや って みた い。 そん な時に ほ

か の人か ら反対 が あ る と反抗 す る.のね 。か ん

しゃ くを起 こす の と同 じね。 自分 が間違 って

い る こ とを知 るのが 怖 いか ら反対 意見 に耳 を
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貸 さ.ないの。

正 しい こ とをす るには勇 気が いる わ。特 に

良 くな い こと をす る方 が簡 単 な時 にね 。 で も，

よ く覚 えてお くとい いわ。 臆病 な 人が 反抗 す

るの。勇敢 な 人 は法 律 を守 り， 自分 が正 しい

と思 って い るこ と を行 な うの。 そ して， 何 か

悪 い こ とがあ れば， その悪 い こ とに対 して反

対意 見 を述 べ る勇気 を持 って い るはず よ。」

ぼ くは憤 慨 した。 思 い を寄 せ 始め て い た女

性か ら，.個人攻 撃 を受 けた よ うに感 じた。 し

か し， ど うにか 自分 の気 持 ち を鎮 め た。 彼 女

の言 った こ とは，ぼ くの考 え とは違 って いた。

ぼ くはそ の まま耳 を澄 ま してい た。 恐 ら く臆

病 者 が反抗 す るの だ とい った言葉 を撤 回す る

か， あ るいは その意 味 を明確 に して くれ るは

ずだ 。

少女 は 当惑 して いる様子 だっ た。 「じゃあ，

ジ ョー ジ ・ワ シン トンや トー マ ス ・ジ ェフ ァ

ー ソンは臆病 者 なの
。だ っ てイ ギ リスに 刃 向

か ったで し ょう。」

「ううん
，違 う。彼 らは臆病 者 で はな い わ。

イギ リスに 刃向か った りしなか った わ よ。 あ

なた も知 ってい る よ うに， 大英 帝 国 はア メ リ

カの移民 た ちに対 して公平 じゃ なか った わ。

重税 をか け， その上 議 席 も与 え よ う としなか

ったの。 もし公平 な こ とを して いた ら， ア メ

リカ独立 戦争 は なか ったは ず だわ。」

何 た る暴言!ぼ くは席 を立 とう とした。 と

ころが椅子 の後 ろに もたれ かか って いた こ と

をす っか り忘れ て いて， 本 と一 緒 に どす ん と

床 にひ っ くり返 って しま った。何 が ど うな っ

たの か分か らず に き ょ とん として い るぼ くの

周 りに，バ ー トン嬢 をは じめ ， 図書館 にい た

半分 ほ どの人 たちが 集 ま って きた。
「あの う

，お けが は あ りませ んか?」 バー

トン嬢 はぼ くが倒 れ た場所 をす ばや く見 回 し

て心配 そ うに言 った 。

「いや あ
， ち ょっ とシ ョッ クを受 け ただけ

です よ。」ぼ くは低 い声 でつぶ や い た。

ぼ くが起 き上 が ろ うと して もつ れ た足 を倒

れた椅子 の 間か ら引 き抜 いて い る間 に，バ ー 、

トン嬢 は見物 人 を席 に戻 した。 そ して 彼女 は

ぼ くの そば に立 って こ う言 った。
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「何 か び っ く りさせ る よ うなこ とを申 し上

げ た で し ょうか 。」

「そ うだ よ!」 ぼ くは少 し無 愛想 に言 って

か ら，一 瞬 彼女 を傷 つ けた ので はな いか と顔 .

色 をうかが っ た。 そ して，今 度 は優 し く話 し

か け た。 「バー トンさん，あ なた は反抗 とい う

こ とにつ いて だいぶ偏 見 をお持 ちの よ うです

ね 。」

彼 女 は うなず い ただけ で何 も言 わ ない。 ぼ

くは続 け た。

「あ な たは反抗 す るの は臆病 者 のす る こ と

だ とお っ しゃ って い ましたが， ぼ くに は納得

が い きませ ん。 その くせ ， 建 国者 た ちは イギ

リスに反 逆 した ん じゃな い と言 うんで しょ。

ね え，… …司 書 さん!」 ぼ くは これ 以上 言 っ

ては な らな い と思 い， 自分 か ら口を閉 ざ した。

「お気 に さわ った らごめ ん な さい
。… …」

彼 女 の声 は その ま ま小 さ くな って い った。 す

る と向 こ うの 方か ら一 風変 わ った顔 を した 男

の人 が近づ い て きた。

「主 任 司書 だ わ .ノ」バ ー トン嬢 は 言葉 を飲

み 込 む よ うに して， ぼ くの腕 を ぎゅっ と握 っ

てか ら，急 い で机 に戻 り，仕 事 を始 め た。

また椅 子 に腰 か け るのはつ らか ったが ， 閉

館後 に また，バ ー トン嬢 と話 が で きる とい う

思 いが打 ち身の痛 み を局部 麻 酔 の よ うに 和 ら

げ て くれ た。「臆病 な人 が反抗す るの 。勇敢 な

人 は法律 を守 り……」 彼女 の言葉 をあれ これ

思 いめ ぐら した。

彼 女 は間違 って いる!ぼ くは反対 した 。み

ん な もそ うだ。 人 と違 う生 き方 を し，社 会 の

慣 習 を打破 す るこ とこそ 勇気が いるん だ。 臆

病 者 が髪 を伸 ば した り，建 物 を襲撃 した りで

きるか!君 の よ うな こ とを信 じて いた ら何 も .

で きない 。

とこ ろがふ とある思 いが 心 に浮か ん で きた。

「だが
， ダン。 お まえは 何 を信 じて い るん

だ。」

「自由 だ!」

す る とその声 は こ うさ さや いた。 「自由は，

規 則や 義務 や拘 束が あ って こそ存 在 し得 るの

だ 。」

ぼ くは何 も言 え な くな った。心 の 内か ら く



る声 に返 答 で きなか った 。ぼ くは 反抗 す る こ

とで勇気 を見せ て い たの では な い。 ただ安 易

な道 を取 って い ただ けだ っ た。家庭 も宗教 も

窮 屈す ぎた。義 務や 責 任 か ら逃 れ て勝 手 に楽

しみ たか っ た。 ただ それ だけ で あ った。

父 は そん なぼ くをよ く怒 って いた。 母 もぼ

くの こ とで泣 い た。ぼ くは父母 を傷 つ け た こ

とで 自己嫌 悪 に陥 った こ ともあ った。 しか し

両 親か ら失望 され て も友達 か ら笑 われ るよ り

は ま しだ と思 って い た。 こ うして 次 第に ぼ く

は家族 か ら遠 ざか るよ うにな った。 そ して表

面 は平 静 を装 って い たが， 心 は深 く傷 つ いて

いた 。

「臆 病 者が 反抗 す る!彼 女 の言 うこ とが正

しい のか も知 れ ない。」ぼ くはひ とり言 を言 い，

深 く息 を吸 った。疲 れ た両 肩 の重 い くび きが

取 り払 わ れ た よ うな気 が した。 こん な 自由 な

気 持 ちになったのはここ数 年 来 なか ったこ とだ 。

ふ と， 人の 気配 を感 じて振 り返 る と晴 れや

か な笑 顔 を したバ ー トン嬢 が そ こに いた 。

「何 か一 人で楽 しそ うにお しゃべ りして い

た よ うですけ ど?」 彼 女 は言 った。

蟹

「うん
。 で も， あな た とお話 した方 が いい

なあ。」

彼女 はに こっ と笑 った。

「車 で送 りたい け ど
， い いか な?」

「す ぐ近 くなん です
。だか ら， いつ も歩 く

の 。 で も， あ なたが 歩 いて送 って下 さ る とい

っのな ら… …」

ぼ くは即座 に応 じ， ふ た りは さわや か な秋

の 夕暮 れの 中 を歩 いた 。1，2分 間位， 黙っ

て いた が，や が て ぼ くが 先 に 口を切 った 。

「バ ー トンさん
， お名 前 は?」

彼女 は笑 って， 「え え， 図 書館 で働 く前 は，

リベ カ って 呼 ばれ てい ました。」

「ベ ッカー ・バー トン!か わ いい名 前 です

ね!」

「ベ ッカー じゃあ りませ ん
。 リベ カです 。」

そ っいって ふ た りは再 び黙 って しまった 。そ

こで話 の よ りを も どす ため に彼女 が言 った。

「リベ カは イサ クの妻 で し ょう
。 知 って い ら

っ しゃ る?」

ぼ くは うなず い た。

「それ じゃ
， あ なた のお名 前 は?」

「ダ ンです
。」

「ダニエ ル も聖 書 に 出て くるお名前 ね
。聖

書 はお読 み に な った こ とお あ りですか?」
「ず っ と前 に

，ほん の少 し。」 その夜 ，聖 書

の 話 を し よう とは， つ ゆほ ど考 えて もい なか

った。

「ね え
， ダン。 もし も図書 館が 火事 に な っ

た ら， 私， まっ さ きに聖 書 を持 ち 出す と思 う

わ 。」彼 女 の 目は輝 い てい た。彼女 の生 活 の 中

で宗 教 が非 常 に重要 な位 置 を占めて い るこ と

が わか った。

リベ カはぼ くが一 向 にの って こ ないの で，

少 し とまどったように 口ご もった。 「こん な時

に聖 書 の話 な んか して はだ めなのね 。」そ う言

ってか ら尋 ね た。 「あ なた は ク リスチ ャ ン?」

その 質問 は， ぼ くの過 去 の扉， 心 の き裂 の

奥 深 くに隠 し続け て きた扉 を叩い た。 自分 で

気付 か な い記憶 と感情 の 中に その答 えが秘 め

られ てい たの であ る。

あれ は焼 け付 くよ うに暑 い 日の こ とだ った 。

妹 の スー ジー とふ た りで， 父が毎 週恒 例 の ゴ
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ル フ試合 を終 えて迎 えに くるの を教 会 の外 で

待 ってい た。汗 が背 中 を伝 って 落 ち， スー ジ

ーの金色 の巻 毛 も汗 ばん で
， 重 く垂 れ下 が っ

て い た。 ぼ くた ち ふ た りは友 達 が 親子 で教

会 か ら帰 って行 く姿 を うらや ま しげに見 て い

た。父 と母が 一 緒に教 会 に来 て くれ た らいい

のに と心 か ら思 っ た もの で あ る。 その こ とに

つ い て祈 って もみ た。 しか し，両 親 は いつ も

忙 しい とか疲 れ た とか 言 っては， 私 た ちの期

待 を無 に して きた。 そ して父 が車 で迎 えに来

た時 には， ふた り ともいいか げ ん待 ち くた び

れ ，父や 母 に無性 に 腹 を立 てた もの で あ る。

母 はた いて い家 で 夕食 の仕 度 を して待 って

い る。 食卓 を囲 む段 に な って も， まだ怒 りは

お さま らない。私 は ほ うれん 草 が き らいだ っ

たの で， その まま皿 をスー ジー に渡 した。 と

たん に父 と母 が小 言 を言 う。 「ダ ン，ほ うれん

草 も少 し食べ な さい 。体 に いい んだ か ら。」

ぼ くは も うが まん で きなか った。 「じゃ，パ

パ とママ は どう して教 会 に行 か な いの?ほ う

れ ん草が ぼ くに いい って 言 うけ ど，教 会 はパ

パ とママ に いい でしょう。」父 はぼ くをな ぐ り，

母 は泣 きなが らテー ブル を立 った。 ぼ くは傷

つ き， 怒 って 家 を飛 び出 した のだ っ た。

「ぼ くは ク リスチ ャンか な?リ ベ カ
。」ぼ く

はわ れに 返って彼女 にそう尋 ねた。 「少 な くと

も昔 は そ うだ ったか もしれ な い。」彼 女 はぼ く

の気持 ち を察 してそれ 以上何 も言 わなか った。

ふ た りは薄 暗 くな った並 木通 りを一緒 に歩

いた 。落 葉 を踏 む カサ カサ とい う音 だけ が聞

こ える。 ぼ くは寒 々 とした暗 い世 界 に ひ と り

で取 り残 され て い るよ うな孤 独 感 に襲 わ れ た。

今 は何 よ りも， リベ カの助 けが欲 しい。 彼女

は 自分 に は っ き りとした確信 を持ち ，心 も平

安 で あ る。ぼ くは 彼女 の よ うな強 さ と知 恵が

欲 しか った。 それ で いて彼女 の 温か い まな ざ

しが こわ くて ，足 元ば か りを見 て いた。

ぼ くは小 声 で尋 ねた。 「リベ カ，君 は ど うし

てみ んな と違 うの?」

神 を信 じて い るか ら とい うこ とは容 易 に想

像 で きた 。 これ まで も彼 女 は非常 に信 仰 の篤

い女性 だ と感 じて い たか らで ある。 しか しぼ

くは， 彼女 をあん なに繊 細 で，優 し く，思 い

や りのあ る人 にす る宗教 は一 体何 なのか， 知

りた い と思 った。

ぼ くは なお もしつ こ く尋 ねた。 「リベ カ，君

の宗 教 は何 な の。 カ トリッ ク?プ ロテス タン

ト?そ れ とも別 の宗 教?」

彼女 の唇 にか すか なほほ えみ が浮 かん だ。

「『別 の宗教 』の部類 に 入 るの で し ょうね ，ダ

ン。私 ， いつ も真理 を捜 し求 め て い るの 。 そ

して それ を不 思 議 な とこ ろで見付 け る こ とが

あ るの。 で もいつ もひ とつ の問題 に 突 き当 た

るの。 こ の世 にあ らゆ る真理 を持 つ宗 教 が本

当 に あ るのだ ろ うか って。」

リベ カ の質 問はぼ くの胸 を強 く打 った 。彼

女 は問 いか け る よ うな まな ざしでぼ くを見て

いた。 ぼ くは彼 女 の 目を見 る こ とが で きなか

った。 眼前 に 自分 の過去 が ゆ らゆ ら と燃 え立

って きて どう しよ うもなか った 。ぼ くは 黙 っ

て頭 を垂 れ， そ して祈 った。 何年 も忘 れ てい

た祈 りで あ る。そ れか ら頭 を あげ， じっ と彼

女 の 目 を見 詰め て， か み しめ るよ っに言 った 。

「リベ カ
，君 は モル モ ン教 会 の こ とを聞い

た こ とが あ るか い?」
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ジ ョ セ フ ・F・ ス ミ ス

神のみ前 に立つ

剛 れか らしば しの間 皆様 に お話 をす るに当
一

た り， 私 はみ た まの助 け と，私 の兄弟姉

妹 であ る皆 様 の友 情 と信仰 と賛 同が得 られ る

よ うに と願 って い る。 今朝 私 は長 い時 間 お話

す るつ も りは な いの で，大切 な こ とだけ を 申

し上 げ たい。御 父 の慈 悲 に よ り， この よ うに

皆 様 と共 に末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 の

創 立86周 年 記 念 に当 た る今 大 会の 開会 の席 に

出席 し， こ の よ う な光 景 を 目 にさせ て いた

だ いた こ とを私 は心か ら感 謝 して い る。言 葉

では とて もその感謝 の気持 ちをお伝 え し きれ

な いほ どで ある。

全能 の神 の導 き と霊 感 の下 に，神 の権能 に

よ って この末 日の業 を始 め た予言 者 ジ ョセ ブ

・ス ミス と兄 弟 た ちは
，私 が 今 この タバ ナ ク

ル で 目に してい る光 景 を見 るこ とを許 され た

とした ら， きっ と喜ぶ に違 いな い。万 物 を見

通 した もう神 が あ らゆ る御 自身 の業 を 目に さ

れ る よ うに， 彼 らも私 たち を見 る特権 が あ る

と私 は考 え てい る。 なぜ な らば， 救 い と昇栄

を もた らす ため 人 の子 らの 間に神 の業 の基 を

据 え るべ くこの神 権 時代 な らび に過去 の神権

時代 に選 ば れ た人 々は， 御 父の子 らをその 罪

か ら贈 い救 うため に，神 の知 恵 と目的に よ り

与 え られ た彼 ら自身の働 き と努 力 と使 命 の結

果 を霊 界か ら見下 ろす権 利 を奪 われ る こ とは

ないか らであ る。

神 の王 国 を見守 る予言者 た ちの 眼

したが って， 予 言者 ジ ョセブ ・ス ミス を初

め とす るこの神 権 時代 に殉教 した 人々， その

ほ か ブ リガム ・ヤ ン グ， ジ ョン ・テイ ラー ，

ウイル フ ォー ド ・ウ ッ ドラフ， 彼 ら と共 に地

上 で の使命 を果 た した忠実 な 人々 は， その発

展 の ため に彼 らが 生涯 の間 働 いた神 の王 国 を

興 味 を もって 注意 深 く見守 って い るに違 いな

い。彼 らは今， 幕 の彼 方か らこの地上 に い た

時 以上 に私 たちの 幸福 に深 い関 心 を寄 せ て い

る と私 は信 じて い る。……
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栄 えあ る示 現

私 は この よ うな気持 ち， 喜 び を心 の 中に持

て るこ とを神 に感 謝 してい る。私 は， 創 造主

であ り御 父 であ る全能 の神 の み前 だ け でな く，

肉 におけ る神 の独 り子 ，世 の救 い主 のみ 前 に

立 って いる こ と を神 に感謝 す る。 また，ペ テ

ロ とヤ コブ(私 た ちは気付 か な いが， ヨハ ネ

の 目 も私 た ちに注 が れで い る)の 前 に立 ち，

さらに は ジ ョセ ブ ・ス ミス， ハ イ ラム ・ス ミ

ス， ブ リガ ム ・ヤ ン グ， ジ ョン ・テイ ラー，

の場 で，愛 と一 致 と調 和の うちに， 自分 も彼

らが果 た した よ うに義務 を果 た した とい う絶

対 的 な確信 を もって会 い たい と願 って い る。

私 が ひ と り感 激に 浸 ってい る とす れば， ど う

か お許 しい ただ きた い。 しか し， 皆 さん も，

もし 自分が 全能 の 父な る神 のみ前 ，神 の御子

と聖 い天使 たちの み前 に立 って い る と感 じた

な らば，特 別 な感動 を覚 え るの では ないだ ろ

うか 。 しか もそ の感動 ，感 激は ひ と しおで あ

ろ う。私 は今 そ れ を心 の奥 底か ら感 じて いる。

私はこのような気持ち，喜びを心

の中に持てることを神に感謝して

いる。私は，創造主であり，御父

である全能の神のみ前だけでなく，

肉における神の独り子，世の救い

主のみ前に立っていることを神に

感謝する。

ウイル フ ォー ド ・ウ ッ ドラフ， ロレ ンゾ ・ス

ノー， その 他 イエ ス ・キ リス トに対 す る証 に

雄 々 し く， この世 での使 命 に忠 実 であ った今

は亡 き人 々の前 に立 っで い るこ と を感謝 して

いる。 この世 を去 る時， 私 は， 自分 が 彼 らの

模 範に従 い，彼 らが携 わ った任 務 を彼 ら と同

じ ように果 た し， ま た彼 らが忠 実 で あう た よ

うに私 も自分 に委 ね られ， 求め られ た義 務 に

忠実 で あ った とい う気持 ち を もって彼 らに会

う特 権 に浴 した い と思 ってい る。 それ も， こ

永 遠 の生 命 とは， 神 とイ エス ・キ リス トとを

知 るこ とで ある

ところで， 私 は幼 い時か ら， イエ ス ・キ リ

ス トの福 音が それ を受 け入 れて従 うすべ て の

人に救 い を もた らす神 の力 で あ るこ とを宣 言

す るこ とを使 命 とし，務 め として きた。私 は，

私 たち の主 な る救 い主 イエ ス ・キ リス トの御

父で あ る神 ，御 子 す な わち肉 におけ る独 り子

を生 み た も うた生 け る神 を信 じて いる。世 の

人々 に対 しては ， もち ろんの こ と，教 会幹 部

の兄 弟 た ちに対 して もこの こ とを宣 言す る義

務 が 私 にあ る。御 父 の生 み た もうこの御子 は

成長 し， 御 父 と生 き写 しにな られ た。 そのた

め主 は， 「わた しを見た者 は， 父を見 たのであ

る」(ヨ ハ ネ14：9>と 言 っ てお られ る。

世 の 中に は，神 は単 に霊 に過 ぎず，広大 な

宇 宙 に満 ちて いて， 人 の形 を とる とらない に

かか わ りな くど こにで も存在す る とい う考 え

方が あ る。 しか し，私 はその ような教 義 を信

じる こ とはで きな い。 なぜ な ら，広 大 な宇 宙

に満 ちて， 同時 にすべ ての場所 に存 在す る と

す れば， 神 は体 を有 す る存在 で ある とは考 え

られな いか らであ る。 永遠 の父 なる神 が，個

人 として 同時 にふ たつの場 所 に現 われ る と考

55



えるこ とは， 道理 に合 わ な い。物 理 的 に も神

学的 に も矛盾 してい る。 それ は不 可能 な こ と

で ある。 しか し神 の 力は広 大 な宇 宙全 体 に及

んで いる。神 の 力は御 自身が創 造 され たすべ

ての ものに及 び，神 の知 識 は万 物 を包含 して

い る。 そ して神 は万物 を治め， 万 物 を知 って

お られ るの であ る。

永遠 の生命 とは， 唯一 の まこ との生 け る神

と，神 が遣 わ され た イエ ス ・キ リス トとを知

るこ とであ る とい う聖典 の 言葉 は真 実 で ある。

永遠の父なる神が，個人として同

時にふたつの場所に現われると考

えることは，道理に合わない。物

理的にも神学的にも矛盾している。

それは不可能なことである。 しか

し神の力は宇宙全体に及んでいる。

う とい う気持 ちにな るだ けで な く， その決心

もで きるはず で あ る。 この神 の宮居 で執 行 さ

れ るす べ ての儀 式 とイエ ス ・キ リス トの福音

の すべ て この儀 式 は，御 父 のみ こ こ ろに よ り，

地上 の子 らに天 父 のみ も とに帰 る資格 を得 さ

せ るため に計画 され た もの であ る。神 とイエ

ス ・キ リス トを知 って い る者 は，神 がそ の子

らに課せ られ るすベ ゼの 要求 に忠 実 に応 え る

こ とに よ って， そ の知 識 を確 固 たる もの にす

る。 そこに救 い と永遠 の生 命 の賜 が ある。 悪
れいめい

魔 は私 た ち以 上 に御 父 を知 って いる。黎 明 の

子 ル シフェル は私 た ち以上 に神 の御 子 イエス ・

キ リス トを知 ってい る。 しか しその知識 が 永

遠 の生 命 に まで及 ぶ こ とはな い。 なぜ な ら，

ル シフ ェルは知 識 が あ りなが ら反抗 して いる

か らであ る。知 って いて も従 順 では な い。 ま

た真理 を受 け 入れ な いであ ろ う し，真 理 に従

わな いで あ ろ う。 したが って， ル シフ ェル は

滅 び と言 われ る。 ル シフ ェルに救 い はな い。

この こ とは私 た ち神 のすべ ての 息子 ， 娘 に 当

て は ま る 原 則 で あ る。私 た ち は 皆 ，判 断 力

と知 識 を持 ち， 因果 関係 を説 明 で きるか らで

あ る。 また事 の真偽 ， 善 と悪 の区別 が で き，

光 を見，光 と闇 の識別 が で きるか らで ある。

(ヨハ ネ17：3参 照)末 日聖徒 は，聖 典 の教

え と予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス を通 して下 され

た啓示 を学 ぶ こ とに よって，真 実 の生 け る神

と，神 がお遣 わ しに な った御子 につ いて知 る

こ とが で きる と私 は考 えて いる。 そ の こ とを

単 な る知 識 としてで はな く，証 として身 に受

ける こ とが で きるな らば， 私 た ちは何 をお い

て も主 の教 え を守 り， 主の律 法 に従 い，主 の

要求 に応 え，そ して神 の宮居 な らびにイエス ・

キ リス トの福音 のす べ ての儀 式 を受 け 入れ よ
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福音 は私 た ちの養育 掛 で あ る

さて， イエ ス ・キ リス トの福音 とは， 唯一

ま こ との生 け る神 と神 が世 に遣 わ され た御 子

を知 るこ とで あ る。 この知 識 は， 主 のすべ て

の戒 め を守 るこ とに よ り， また信 仰 を持 ち，

罪 を悔 い改 め， 罪の赦 しを得 るため の水 に沈

め られ るバ プ テスマ， 神 の権能 を持つ 者 の按

手礼 に よ り聖 霊 の賜 を受 け ては じめ て もた ら

され る。 イエ ス ・キ リス トの福 音 は， 人 に救

い を得 させ る神 の力である。(ロ ーマ1：16参



照)真 理 に従 い，神 が定 め られ た秩 序 に従 う

こ とで あ る。 それ は，神 の 家 は秩序 の家 であ

って混 乱 の家 ではないか らで ある。(教 義 と聖

約132：8参 照)主 は 人 々 に 説 き， 教 え， 勧

め， 訓戒 し，義 の道 を歩 ませ る ため に，御 自

身 の教会 に使徒 ，予 言 者， 祝福 師 ，監 督， 教

師 を置か れた 。主 の教会 に集 っ てい る人 々は，

イス ラエ ルの 中 にあ って教 え，導 き， 勧 め る

ため の権 能 を神 か ら授 け られ て い る者の 声 に

耳 を傾 け なけ れ ばな らな い。 イエス ・キ リス

トの福 音 にあ っ て これ らはす べ て欠 くこ とが

で きない 。 また この ほか に も，神 の 宮居 で執

り行 なわ れ る儀 式な ど多 くの大切 な こ とが あ.

る。神 の 宮居 の儀 式 は， この世 が創 造 され て

以 来， この神 権 時代 ほ ど明瞭 に示 され た時代

はな い であ ろ う。 これ らの儀 式 はす べ て， そ

の時代 その 時期 に応 じて欠 くこ との で きない

もの で あ った。私 た ちはだ れ も，神 が私 たち

に啓 示 し，求 め て お られ るこ れ らの こ とを無

視 で き るほ ど偉 くは ない し， 立 派 で もな い。

また神 か ら離 れて生 きる力 もない の であ る。

神 に依 存 しな いで生 き られ る者 は ひ と り もい

な い。私 た ちは神 が創造 され た地球 に住 み ，

神 が 創 られ た空 気 を吸 って 生 きて い る。 ま

た 太陽 の光 に浴 して い る。私 た ちが 食べ て い

る物 ， 身 につ けて い る物 もすべ て神 が創 られ

た もので あ る6神 は， 私 た ちの衣 食住 ，運 動 ，

人 間 に必要 なすべ て の もの を備 えて下 さ って

い るので あ る。

神 権 の回復

私 た ちは神 の恩 恵 を受 け てい る。 いつ ， い

か な る瞬 間 に も神 に依 存 してい る。 私 た ちは

御 父 と御子 を信 じ，御 二 方が 人類 に与 えて下

さ ったみ 言葉 と勧 告 と神 の権 能 を信 じて いる。

また，予 言者 ジ ョセブ ・ス ミス の聖 な る使 命

を も信 じてい る。私 た ちは， ジ ョセ ブ ・ス ミ

ス をこの時代 にお け る権 威，権 能 を授 け られ

た者 ，知 恵 と知 識 を付与 され た者 と して受 け

入 れ てい る。 ジ ョセ ブ ・ス ミス は， イエ ス ・

キ リス トの教 会 の基 を据 え， 全 人類 に救 いを

得 させ る完 全 な福音 を回復 し， また 人の子 ら

の 中 にキ リス トの教 え と福音 の儀 式 を回復 し

た 。 その教 義 と福 音 の儀 式 は もち ろんキ リス

ト御 自身 が教 え，執 行 してお られ た もの であ

り， キ リス トか ら権能 を受 け た弟子 た ちが ，

悔 い改め て御 父 と御子 の み名 を信 じるすべ て

の者 に授 け て いた と同 じ もの であ る。

私 た ちは， 人 の子 らに生 命 に至 る儀 式 を執

行 す る鍵 を有 す る神 の権能 を回復 して下 さっ

たの は神 で あ る と信 じて い る。 この神の権 能

が なけ れば， だれ も水に 沈め られ て も罪 の赦

しを受 け るこ とが で きない し， また そ うしな

い であ ろ う。 罪の赦 しを受 け るに は，神 の権

能 に よ らなけ れば な らない。神 の権 能 を持 た

ず に行 な って も，主 は その働 きを受 け入れ て

下 さらな いで あ ろ う。 なぜ な ら， 主か ら権能

を授 け られて 資格 あ る者 とされず ， また召 し

も任 命 も受 け てい ない 人間 の手 に よる業 を主

は受 け 入 れ られな いか らであ る。 しか し，神

よ り召 され，聖 任 あ るい は任 命 され て，天 父

と御 子 と聖 霊 との み名 に よ り執行 す る権能 を

授 け られ て い る場合 は ，創 り主 で あ り権能 の

付 与者 であ る神 はその 業 を認め られ る。私 た

ちが神 の 権能 を受 け，神 のみ言葉 に従 って行

な うな らば， 神 は約束 を果 た して下 さる。そ

うでなけ れ ば， そ こには何 の約 束 もな い。

キ リス トの証 し人 であ る十二使 徒

時 蘭 の関係 で， 私 の考 え てい るす べ ての こ
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とを皆 さん にお話 す る こ とは で きな いが， こ

れだけ はお話 して お きた い。 イス ラエ ル の家

の中に あ っ.て奉仕 す る よ うに十 二使 徒 の職 に

召 され てい るこれ らの兄弟 た ちは ， その召 し

の精神 を豊か に授 け られ てい る。 また そ うあ

るべ きであ る。例 えば，今 この場 に い る12人

の キ リス トの弟子 は， イエ ス ・キ リス トの神

聖 な使 命 を直接 目に し，耳 に した証 し人 で あ

る。十 二使徒 は， ただ単 に私 は信 じて いる と

か，信 じて い るの で受 け 入れ て い る とか 言 う

ことでは許 され な い。啓示 を読 み なさ い。十

二使徒 には知 識 が なけれ ば な らな い。 自分 の

目で見 ，耳 で聞 い たかの よ うに， 自分 で知 識

を得 なけれ ばなち ない。真 理 を知 らなけ れ ば

ならない と主は教 えてお られ る。 十字 架 につ

け られた後死 か らよみが え り，現 在全 能 の 力

を持 って神 の右 に お られ る世 の救 い主， イエ

ス ・キ リス トを証 す るこ とが 十二 使徒 の使命

で ある。 これが 彼 らの使 命 であ り，義 務 で あ

る。 また教 えであ り，真理 であ る。 そ して，

この教 え と真理 を世 界 に宣べ 伝 え るこ と， ま

た宣べ 伝 え られ るよ うにす る こ とが 彼 らの義

務 であ る。 自分 で行 け ない所 へ は，他 の人 を

召 して助 けて もらわな けれ ばな らない 。… …

彼 らの指示 の下 に，世 の人 々に福 音 は宣 べ伝

え られ，真 理 は宣 言 され るので あ る。 その真

理 とはす なわ ち，ジ ョセブ は神 の予 言者 で あ

り，神 の王 国 の基 を置 ぐ権威 を授 け られて い

る とい うこ とであ る。私 が語 る神 の王 国 とは，

文字 通 り神 の王 国 であ る。 キ リス トは王 で あ

って， 人民 では ない。神 の 王国 の王 は ほか に

いない。神 が その王 な の であ る。

末 日聖徒 の資格 条件

さて，私 たちに は皆， 忍耐 ， 自制 ，.赦し，
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謙遜 ， 慈愛 ，偽 りのな い愛，.真理 へ の献 身が

必要 であ る。私 た ち.は罪や不 正， また福音 の.

要 求 に対 す る反 対心 と不 従順 を是 正 しなけれ

ば な らな い。以 上 が末 日聖徒 に求 め られ る条

件 で あ る。 つ ま りイエ ス ・キ リス トの教会 り

立 派 な会員 とな るため の条件 で あ り， 神 の相

続 人， イエ ス ・キ リス トと共同 の相続 人 とな

るため の条 件 で ある。 立派 な教会 員 は決 して

酒 を飲 ん だ り， 騒 ぎを.起こ した り，神 を冒漬

した りは しない。 また兄弟や 隣 人 を欺 いた り，

純 潔や 信頼 ，正 義 の原 則 を破 った りしなレ㌔

末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 の立 派 な会 貝

は， これ らの悪 事 を避 け，.またそ の よ.うな生

活 を しないの で， 今述べ た よ うな事柄 で責 め

られ る こ とは決 して ない。 次 に，私 た ちに は

こあ世 で果 たすべ きひ とつ の使 命が あ る。 そ

れは， 男性 も女 性 も， 分別 のつ く年 頃つ ま り

自己 の責任 を知 り得 る年 齢 に達 した子供 も皆

それ ぞれ， 世 の 人々の模 範 に な らなけ れば な

らな い とい うこ とで あ る。 真理 を宣 べ伝 え，

真理 に対 す る証 を述べ る資 格 だけ でな く，生

活 そ の ものが ， また言 葉遣 い， 行 ない のすべ

てが， 軽率 な者， 無知 な者 に対 す る説教 とな

り， 彼 らに親切 ， 純潔 ，高 潔，神 へ の信 仰 ，

全 人類 に対 す る愛 を教 える ものに な らなけ れ

ばな ら・ない。

神 の 恵みが皆 さん と，信 仰 あ る者 すべ て の

上 に あ り，終 わ りまで 忠実 であ るこ.とが で き る

ように。 必ず し も速 い者が 競争 に勝 つ の では

な く， 強い者 が戦 い に勝つ の で もな い。終 わ

りまで耐 える者 こそが 勝利 をお さめ るの であ`

る。 アー メン。



あの光 は一体 どこか ら

.ス ー サ ・ヤ ン グ ・ゲ イ ッ

1893年4月 の上 旬 は，嵐 の 吹 き荒 れ る薄 暗
い 日々が続 いて い ま した 。地 は鉛色 の雲

に覆 われ， 雨 は毎 日の よ うに地 に打 ちつ け，

風 が勢 い よ く地 の 面 を吹 き抜 けて い きます。

しか し，聖 徒 た ちの心 は， この暗 い天気 を も

の と もせず に， 明 る く輝 いて い ま した。 ソル

トレー ク神 殿 の献堂 され たの は， この よ うな

嵐 の 日の こ とで した。

献堂 式 の間， 私 は恵 まれ て集会 の公式 記録

を筆記 す る責 任 を与 え られ ました。 そ して，

「事 実上 の 献堂 式」 と言わ れ る最 初 の集 会 で
，

私 は胸壇 の 東側 の一 段低 い ところ にあ る机 に

つ いて い ま した。

私の 隣 には， そ れ まで外 門 の整理 に あた っ

てい た ジ ョン ・ニ コル ソン兄 弟 が座 っ てい ま

した。 ジ ョセ ブ ・F・ ス ミス大管 長 が立 っ て

説 教 を始め た時 の こ とです 。大管 長 の顔 が ま

ば ゆ いばか りの光 に照 らされ，私 は何 とも し

れ な い特 別 な気持 ち を感 じ ました。 その 時，

私 はて っき り雲 が切 れ， 雲 間か ら光 が射 し込

んで， 大管 長 の顔 を照 ら した のだ と思 い ま し

た。

私 は， ニ コル ソ ン兄 弟 の方 を向 いて さ さや

き ま した 。「ち ょっと見て下 さい。ス ミス大管

長 の顔 に太 陽 の光 が あた って不 思議 な輝 きを

放 って います よ。」

ニ コル ソ ン兄弟 は小 声 で こ う答 え ま した。
「太陽 な んて 照 って い ませ ん よ

。空 は黒 い雲

に 覆 われ て いて真 っ暗 です。」

私 は， 窓の 外 を見て 驚 き ました。 ニ コル ソ

ン兄弟 の言 う通 り， 黒 い雲 が町 全体 を覆 い，

陽 は射 して いなか っ たか らです 。

で は， ス ミス大 管長 を照 らして いた あの光

は ，一 体何 で し ょう。 愛す る指 導者 で あ り，

予 言者 で あ るジ ョセ ブ ・F・ ス ミス大管 長に

聖霊 の 降 った の を見 たの で した。 それ はス ミ

ス大管 長が 「主 よ り選 ばれ た者 」 であ る とい

う私 の証 を ます ます 堅 固 な ものに しま した。

私 は， この 出 来事 を人生に おけ る最 も神聖 な

経験 としていつ まで も大切 に して い ます 。

スー サ ・ヤ ン グ ・ゲ イ ツ1856年3月18日 ， ブ リガム ・ヤ ン グ とルー シー ・

ビ ゲ ロ ウの娘 として 生 まれ る。.「ヤ ン グウー マ ン ズ ・ジ ャー ナ ル」 創 刊 者 ， 「扶

助 協 会 誌 」編 集 者 ，1911年 か ら1922年 ま で扶 助協 会 中央 管 理 会 会員 を務 め る。
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家族の証

お酒に代わって永遠の生命の水を

日本仙台伝道部八戸支部

大 上 善 通

1974年,あ る 春 の 日の 夕 暮 れ 時;晩 御 飯

を家族 そ ろ ってい ただ きなが ら,私 は,い つ

もの晩酌 を楽 しん で い ました。牧 水 が歌 った

｢それ ほ どに うま きか と人の問 い たれば
,何

と答 えん この 酒の 味｣ど い う31文 字 が,自 分

の 気持 ち を こ との ほか よ く表 現 して い るのに

感 服 しなが ら,盃 を 口に運ぶ 手 は いっ こ うに

と どま る ところ を知 りませ ん。｢味 わい派｣だ

った私 は,家 族 の楽 しそ うな顔 と好 みの 酒の
さかな ひだりとう

肴 があ れ ば最 高 の左 党 だ ったの です 。

私 が いつ もの よ うに 食卓 で ほ ろ酔 い 気 分

に な って い る と,来 客 の気配 が して｢お 父 さ

ん,外 人 のお客 さんです よ｣と い うので 玄関

に 出て み ま した。す る とそこに背 の 高い,若

い ア メ リカ人が ふ た り立 って いま した。 彼 ら

は上 手 な 日本語 で こ う尋 ね ま した。｢あなたは

家庭 の幸 福 につ い て ど う思 い ます か 。大切 だ

と思 い ます か。｣よ く自動車や化粧 品のセー ル

スマ ンに訪 問 され,質 問 を受 け る こ とが あ っ

た ので,ま た その手 の売 り込 みか と思 って早

早 に帰 って もらお うと した んです 。 そ して私

が｢勿 論 大切 だ と思 い ます｣と 答 える と,｢家

庭 の幸福 を得 る方 法 が あ ります。 あ なた はそ

れ を知 りたい です か｣と 聞かれ ま した 。｢ええ,

そ うい うものが あれ ば知 りた いです よ。｣中座

して きた食卓 の,酒 ど肴 の こ とが気 に な って

い た私 は,半 分上 の 空で そ う答 え ました。気

分 よ く酔 って いる心 が乱 され る こ とに対 して

幾分 の腹 立 た しさ と,外 人が上 手 な 日本 語 を

話す こ とへ の 多少の珍 しさ も手 伝 って,こ こ

まで相 手 を して きたの ですが,.そ れ 自体何 と

も不思議 な こ とで した。そ して何 よりも,相 手

の 真意 が測 りか ね ま した。何 か を売 るの だ っ

た ら早 くそ れ を言って くれれ ばよいの に。しか

し一体 彼 らは何 を売 ろうとしているの だ ろうか 。

｢そ れで は少 しの時 間
,家 庭 の幸福 とい う

こ とにつ い てお話 を し,ス ライ ドをお見せ し

た いの ですが,よ ろ しい で し ょうか 。｣パンフ

レ ッ トと名刺 を出 してそ う言 った のは,ノ ー

ル ド長老 とデ ュー ク長 老 で した。ふ た り共,黒

い スー ツに ネ クタイ をキ チ ッ と締め た 日本語

の上 手 な外 人で した。 しか も彼 らは私の望 ん

で いる通 り｢こ れ が家庭 の幸福 だ｣と い つた

もの を本 当 に 目の前に 広 げて見せ て くれ そ う

で した。 しか し何 しろ こち らは酒 を飲ん で い

る最 中 だ し,相 手 の態 度 に も非 常 に厳粛 な も
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一 .

家族の証

れ た渡 辺駿 兄弟 も回 って きて握 手 を して 下 さ

い ました。会 場 の あ ちこ ちで楽 しそ うな 交歓

が行 な われ て い ま した。 何 とい う心 な ごむ光

景 で し ょう。 最後 の 閉会 で歌 った｢神 よ また

逢 うまで｣と い う讃 美歌 は何 と素 晴 ら しか っ

た こ とで し ょう。 立 ち去 りか ね て立 ち止 ま り,

振 り返 って は手 をあ げ,じ っ と見 返す 大管長

と教 会幹 部ジ それ を見送 る教 会員 。何 と感動

的 で霊 的 な情景 で しょ う。私 も共 に涙 して立

ちつ くしてい ました。 武道館 を出 て駅 まで歩

く道 は,霊 的 な経験 に顔 を輝か せ た沢 山の 人

人 で あふ れて い ま した。 関 西弁 や その他 さま

ざ まな託 のあ る 日本 語 と外 人の 入 り交 った群

が,一 様 に興 奮 した会話 を交 わ しなが ら東京

の街 を歩 いて い ま した。 も う東 京 とい う感 じ

は な く,ど こか違 った国 の違 った街 を歩 いて
.いる よ うで した

。 その後,テ レビの画 面 な ど

で武 道館 を見 か け るたび に,あ の時 の感激 を

思い 起 こ し,つ いほか の催 しが空虚 な,軽 薄

な ものに思 わ れ てな らな い 自分 に驚 きを感 じ

てい ました。

同 じ年 の暮 れ近 く,11月29日,妻 と長 男が

バ プ テスマ を受 け ま した。 極め て霊 的 で,美

しいバ プ テスマ 会 であ っ た と宣 教師 は表現 し

てい ま した。私 も一 緒 に受 け る様 に チ ャ レン

ジされ ま したが,頑 強 に拒 み続 け ま した 。.亡

き父の こ とや,自 分 の墓地 を確 保 す る こ と.な

どまだ まだ 自分 で解決 しな けれ ばな らな い問

題が 残 され てい たか らです 。 しか し妻 子の バ

プテ スマ を目の 当た りに して,彼 らが 遠 く手

の中か ら離れ て行 っ て し まう よ うに感 じま し

た。心 の 中 にぽ っか りと穴が あ いた よ.うに な

り,家 族 がば らば らに な って しま う寂 しさを

感 じま した。 こ こに至 っ て改め て,自 分 の家

族 を この上 な く愛 して い る こ とを知 っ たの で

す。 そ して モル モ ン経 を熱心 に読 み,祈 りま
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した。 酒 も とっ くに 止め て い ま した。 ほか の

事 は も う何 も考 え な くなって い ま した。 私 に

とって,家 族 以 外に 必要 な ものは何 もな くな

って い たか ちです 。 そ して翌年 の1976年1月

23日,大 寒の最 中に アル コ ンセ ル長 老 とノウ

ル ズ長 老 に よってバ プテ スマ を受 け ました。,

これ でや っ と家族 が ひ とつ に なれ る機 会 を得

たわけで,酒 の代 りに永 遠 の生 命の水 を飲 むこ

とに なっ たの で した。思 えば実 に1年8カ 月

もの間,宣 教 師 の皆 さんに 入れ代 り立 ち代 り

お世 話 に なっ て きま した。 それ ばか りで な く

兄弟 姉妹 の皆 さん に も,自 宅 で ファ イヤ サ イ

ドを開 いて もらっ た り,教 会 で心 温 まる フェ

ロー シ ップ を受 け,本 当 に よ く助 けて いた だ

き ました。 あ る時に は,正 月早 々一 家 そ ろっ

て流 感にや られ,枕 を並 べ て寝 て い る と,熱

吟スー プ の入 っ た鍋 と,炊 きたての御 飯 が入

った 釜が どか っ と持 ち込 まれ た こ ともあ りま

した。 またあ る時 には,知 恵の 言葉 に応 じよ

うと しな い軟弱 な私 の意 志 を言葉 厳 し く叱 責

をす るア メ リカ 人宣 教師 に,優 しい だけ だ と

思 って い た彼 らの毅 然 た る態 度 にび っ くりさ

せ られ た こ と もあ りま した。

私 は求 道者 の期 間 が あ ま りに長か ったの で,

宣教 師の 名刺 を沢 山持 って い ます。 その一 つ

一つ の名 刺 を見 るた びに
,宣 教 師 の顔が懐 か

し く思 い出 され感謝 の念が こみあ げて き ます。

私は バプ テスマ 会 で こ う証 しました。｢皆 さん

のお仲 間 入 りをす るの は こん なに遅 くな りま

したが,年 長者 なの で,皆 さん よ りもお先 に,

早 く天 の王 国 に行 け る と思 ってい ます 。｣で も

今度 は間違 い な く,天 の王 国行 きの特 急列 車

に乗 れ る よ うに備 えて行 きたい と思 って い ま

す。 イエ ズ･キ リス トのみ 名に よ り申 し上 げ

ま した 。ア ー メ ン。.
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盲 目の合唱団員

｢オ トリー 兄 .弟は,私 が どの よ う.にして

歌 を歌 い,他 の合 唱団 と同 じよ うに立 った り 』

座 った りで きるか尋 ね ました。 これ は,も ち

ろん私 に とって とて も重 要 な こ とで した。私

は,隣 に い る姉 妹 の ドレ系か,手 を握 ってい

れば わか ります,と 答 え ま した 。｣

｢オ トリー 兄 弟 は
,目 が 見 え な い とい う

障 害 に もか か わ らずに,私 の音楽 家,歌 手 と

して の才能 を認 め て下 さい ました。 本 当に感

謝 してい ます。 彼 は私 をひ と りの普通 の 人間

として扱 って下 さい ま した 。 これは私 に とっ

て非常 に大切 な こ とです。私 は特 別扱 いされ

た くない のです 。｣

｢私 は いつ もこの よ うに考 えて います
。 自

分 の身 にふ りか か っ.たこ とは しか たが ないが,･

これか ら.どうな るか は 自分 次 第 で決 ま りま

す 。｣

団員 た ち.は家庭 に帰 る と,ピ ア ノの前で 各

自のパ ー トを復 習 したP,楽 譜 を読 んでみ る。

とこ ろが,フ ィ ッシ ャー.姉妹 と夫 の ジムは ま

ず 最初 に楽 譜 を書 き換 えなけ れば な らな い。

点 字用 タイプ ラ イター の前 に座 り,ジ ムが読

む 言葉 を打 って い く。 それが 終わ る と,各 音

節 に音程 と音 符 の長 さを点字 で記 す。

この 点字 楽譜 を使 って,難 しい部分 を練 習

す る。 彼女 はほ とん どの曲 を覚 えて い る。 ま

れ に,自 分 の知 らない特別 な曲 を歌 うときは,

指 で点 字 を読 み取 りなが ら歌 え る よ うに,点

字 の楽 譜 を.フォル ダー に入れ てお く。

楽譜 の上 げ下 げ も微 妙 な問 題 であ る。 フ ィ

ッシ ャー 姉妹 の隣 にいつ も座 っ てい るダ ンツ

ェル･ネ ル ソン姉 妹 は この よ うに語 ってい る。

｢彼女 は私 の楽 譜 の上 に軽 く手 を置 いてい て
,

私 の楽 譜の動 きに合 わせ て 自分 の 楽譜 を上 げ

下 げ し ます 。立 ち上 が る時 は,彼 女 の 手 を

軽 く握 って 合図 します。座 る とき も同 じよ う
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に します。 しか し,彼 女 は周 囲の状 況 に とて

も敏 感 で,私 の動 きをほ とん ど 自.分で感 じ取

って い ます 。 目が 見 え る私 た ち よ りも,周 囲

の動 きが よ くわか って いる よ うです 。｣

フ ィ ッシャー姉 妹 も次 の よ うに述 べ てい る。

｢多 くの人 々は 目で判 断 します が
,.私 は耳 で

判 断 します 。｣

彼 女 の 自立 心 に満 ち た態 度 は,物 心 がつ い

た こ ろか ら生 活 の一部 に な って いた。生 まれ

なが ら 目の不 自由な彼 女は,特 殊 な盲学 校 に

通 った 。そ して,オ グデ ン高校 に 入学 した 。

そ こは胸 を躍 ちせ る よ うなま った く新 しい

世 界だ った 。 しか し,も はや 点 字 の書物 は な

く,テ キス トを読 ん で くれ る人 もいなか った。

それか らフ ィ ッシャー姉妹 はブ リガ ム･ヤ

ング大学 の社 会学 の学 士号 を取得 し,ユ タ大

学 の修 士 課程 を終 えて,情 緒や読 み書 きの能

力 に問 題の あ る児童 の教育 にあた った。 その

傍 ら,オ ル ガ ン とピア ノを習 い,教 会 の奉仕

で も2度 の ステー キ部 宣教 師 の召 しの ほか に

子 供や 大 人 日曜学校 や扶 助協 会 の クラスの教

師 を何 度 も果 た し,そ の功 績 は測 り知 れな い

ほ どで ある。

しか し,現 在の 彼女 に とっ て,合 唱 団の 団

員 として伝 道 に携 わ る こ と以上 に意義 あ る責

任 は な い。

｢私 は どこに行 って も,入 とお話す る機会

に恵 まれて い るよ うです。私 は 目が 見 え ませ

んか ら,た くさん の人 が私 に話 しか けて下 さ

い ます 。そ んな女 性 の ひ と りが,昨 年 の4月 に

バ プテ スマ を受 け ました。 こ う した と とが,

私が団員 としてここにいる理由かもしれませ ん。｣

｢で も理 由 は ど っあれ
,合 唱 団の 団員 で あ

る こ とを私 以上 に感謝 して い る人は恐 ら くい

な い と思 い ます1｣(1979年1月27日 付 ℃伽 肋

Nθ卿5｢チ ャー チ･ニ ュー ズ｣よ り.)
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神の計画を手伝 うことは，女性 に与えら

れる最高の栄誉であうρ女性は賢明なふ

窓 わ しい田親となうて立派な子供たちを

育てることにこそ，ほかのどんな職業に

見出すよりも大きな喜びと満足を得，人

類に対 してより大きな貢献をするのであ

る。
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